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昇

1

第
一
一
節
茎
呆
大
学
理
学
部
に
お
け
る
工
学
教
育
の
展
開

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
工
部
大
学
校
と
そ
こ
で
の
教
育
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
角
度
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
次
に
、
や
は
り
後
の
帝
国
大
学
工
科
大
学
を
構
成
す

る
大
き
な
要
素
と
な
る
東
京
大
学
理
学
部
の
い
く
つ
か
の
学
科
で
の
、
工
学
教
育
の

発
展
の
過
程
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
こ
の
東
京
大
学
は
、
そ
の
起
源
か
ら
言
っ
て
、
工
学
寮
工
学
校
－
工
部
大
学
校
の

よ
う
に
実
践
的
指
導
者
を
養
成
す
る
と
い
う
よ
り
、
欧
米
の
諸
学
問
を
日
本
へ
移
植

す
る
た
め
の
高
等
教
育
面
で
の
指
導
者
養
成
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
っ

た
。
そ
の
沿
革
は
、
複
雑
で
変
転
き
わ
ま
り
な
い
。
本
節
で
は
、
ま
ず
い
く
つ
か
の

周
知
の
文
献
を
便
い
、
東
京
大
学
の
起
源
に
つ
い
て
簡
単
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
こ

　
　
　
1
）

と
に
す
る
。

　
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
六
月
東
京
に
大
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
三
つ
の

部
局
か
ら
成
っ
て
い
た
。
中
心
は
、
旧
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
を
継
承
し
た
機
関
で

大
学
本
校
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
幕
府
の
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
た
蕃
書
調
所
の
後
身
開
成
所
が
大
学
南
校
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。
三
つ
目
は

や
は
り
幕
府
の
機
関
で
あ
っ
た
医
学
所
と
横
浜
病
院
を
継
承
、
統
合
し
た
も
の
で
大

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
教
育
科
学
）
第
二
十
二
巻
－
第
二
号
　
一
頁
∫
二
八
頁

学
東
校
と
言
わ
れ
た
。
だ
が
二
年
後
中
央
教
育
行
政
官
庁
と
し
て
文
部
省
が
設
立
さ

れ
る
と
、
全
国
の
学
校
行
政
を
統
轄
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
大
学
本
校
は
廃
止
と

な
り
、
あ
わ
せ
て
大
学
南
校
は
南
校
、
ま
た
大
学
東
校
は
東
校
と
名
称
変
更
に
な
っ

た
。　

そ
し
て
、
一
八
七
三
（
明
治
五
）
年
八
月
三
日
「
学
制
」
が
頒
布
さ
れ
、
引
続
い

て
八
月
一
七
日
文
部
省
布
達
番
外
と
し
て
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」

が
出
さ
れ
る
と
、
南
校
は
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
、
東
校
は
第
一
大
学
区
医
学
校

と
文
部
省
に
よ
っ
て
引
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
外
国
人
教
師
に
よ
っ
て
教
授
が

行
わ
れ
る
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
が
、
東
京
大
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

　
一
、
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
か
ら
東
京
開
成
学
校
へ

　
「
学
制
」
に
よ
る
と
学
校
は
、
大
学
、
中
学
、
小
学
の
三
段
階
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
当
時
の
教
育
界
の
状
況
か
ら
見
て
、
本
格
的
な
中
学

や
大
学
を
整
え
る
こ
と
も
出
来
ず
、
ま
し
て
や
両
者
の
問
を
進
学
と
い
う
形
で
接
続

す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
当
時
は
学
術
の
進
歩
が
甚
幼
稚
で

邦
文
の
適
当
な
る
教
科
書
も
な
く
、
且
外
国
語
学
習
の
欲
求
が
頗
る
旺
盛
で
あ
っ
た

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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2
）

か
ら
、
寧
ろ
外
国
語
に
依
り
中
学
程
度
の
学
科
を
教
授
す
る
方
が
便
益
多
L
い
と
判

断
さ
れ
、
さ
き
の
暫
定
的
な
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
中
学
教
則
」
の
布
達
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
学
は
、
小
学
校
卒
業
の
一
四
歳
以
上
の
者
を
入
学
さ

せ
、
英
、
仏
、
独
語
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
、
予
科
一
年
そ
し
て
上
等
、
下
等
あ
わ
せ

て
六
年
問
の
教
育
の
後
、
「
専
門
大
学
」
へ
卒
業
生
を
送
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る

学
校
で
あ
っ
た
。
文
部
省
に
よ
っ
て
既
設
の
四
つ
の
学
校
が
、
こ
の
種
中
学
に
引
直

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
う
ち
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
は
、
一
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
開
成
学
校
と
な
り
、
専
門
教
育
を
行
う
学
校
へ
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
「
学
制
」
に
は
こ
の
種
学
校
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
八
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

三
（
明
治
六
）
年
四
月
二
八
日
に
、
「
学
制
二
編
追
加
」
が
文
部
省
よ
り
布
達
さ
れ
た
。

そ
の
冒
頭
の
第
一
八
九
章
に
は
、
「
外
国
教
師
ヲ
雇
ヒ
専
門
諸
学
校
ヲ
開
ク
モ
ノ
ハ
専

ラ
彼
ノ
長
技
ヲ
取
ル
ニ
ア
リ
其
取
ル
ヘ
キ
学
術
技
術
ハ
法
律
学
医
学
星
学
数
学
物
理

学
化
学
工
学
ナ
リ
…
…
」
（
傍
点
大
淀
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
「
工
学
」
と
い
う
言
葉

が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
）
と
あ
り
、
ま
た
次
の
第
一
九

〇
章
に
は
、
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
高
尚
ナ
ル
学
校
法
学
校
理
学
校
諸
芸
学
校
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ノ
類
之
ヲ
汎
称
シ
テ
専
門
学
校
ト
云
フ
　
但
此
学
校
ハ
師
範
学
校
同
様
ノ
モ
ノ
ニ
シ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

テ
其
学
術
ヲ
得
シ
モ
ノ
ハ
後
来
我
邦
語
ヲ
以
テ
我
邦
人
二
教
授
ス
ル
目
的
ノ
モ
ノ
ト

、

ス
」
（
傍
点
大
淀
）
と
あ
っ
て
、
開
成
学
校
の
目
的
と
性
格
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

る
。　

四
月
に
こ
の
「
学
制
二
編
追
加
」
が
出
さ
れ
る
と
、
諸
専
門
学
校
の
教
則
が
、
「
外

国
法
学
校
教
則
」
「
外
国
理
学
校
教
則
」
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
「
外
国
工
業
学
校
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
）

則
」
「
外
国
鉱
山
学
校
教
則
」
と
し
て
相
つ
い
で
布
達
さ
れ
た
。
だ
が
一
方
開
成
学
校

で
の
学
習
は
英
語
の
み
に
よ
る
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
開
成
学

校
の
中
に
は
、
英
語
生
徒
の
た
め
に
法
学
校
、
理
学
校
、
工
業
学
校
が
設
置
さ
れ
た

上
に
、
第
一
大
学
区
第
」
番
中
学
時
代
の
仏
語
生
徒
の
た
め
諸
芸
学
校
、
独
語
生
徒

の
た
め
鉱
山
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
救
済
措
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
開
成
学
校
は
、
登
場
し
て
一
年
後
の
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
五
月
、
東
京
開
成

学
校
と
改
称
さ
れ
、
こ
の
年
初
め
て
法
学
校
に
九
名
、
理
学
校
（
化
学
校
と
も
称
し

た
）
に
九
名
、
工
業
学
校
に
六
名
の
本
科
生
徒
が
生
ま
れ
た
。

　
こ
こ
で
、
欧
米
の
諸
専
門
学
の
教
師
と
い
う
人
材
養
成
の
仕
上
げ
と
し
て
、
東
京

開
成
学
校
の
最
優
秀
の
生
徒
を
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
ヘ
留

学
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
、
次
の
段
階
の
東
京
大
学

の
教
授
要
員
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
）

　
工
学
関
係
の
留
学
生
と
留
学
先
を
左
に
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

○
第
一
回
海
外
留
学
生
－
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
七
月
出
発

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
鉱
山
学
科
入
学

　
　
化
学
本
科
下
級
生
　
　
　
　
　
松
井
直
吉

　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
芳
之
助

　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
南
部
球
吾

米
国
ツ
ロ
イ
の
レ
ン
セ
レ
ー
ル
エ
学
校
入
学

　
　
工
学
本
科
第
三
級
　
　
　
　
　
平
井
晴
二
郎

　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
原
口
　
要

仏
国
エ
コ
ー
ル
、
サ
ン
ト
ラ
ー
ル
土
木
学
校

　
　
諸
芸
学
科
予
科
第
一
級
　
　
　
古
市
公
威

独
乙
国
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
鉱
山
学
校

　
　
鉱
山
学
予
科
第
一
級
　
　
　
　
安
東
清
人

○
第
二
回
海
外
留
学
生
－
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
出
発
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英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
ベ
ル
シ
チ
ー
カ
レ
ツ
ヂ

　
エ
学
本
科
中
級
生
　
　
　
　
　
関
谷
清
景

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

　
工
学
本
科
中
級
生
　
　
　
　
　
増
田
礼
作

　
　
”
　
　
”
　
　
　
　
　
谷
口
直
貞

仏
国
エ
コ
ー
ル
、
サ
ン
ト
ラ
ー
ル

　
物
理
学
本
科
下
級
生
　
　
　
　
沖
野
忠
雄

　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
山
口
半
六

　
な
お
第
一
回
の
時
に
は
、
他
に
法
学
関
係
の
大
学
に
留
学
し
た
者
四
名
、
又
第
二

回
の
時
に
は
、
他
に
や
は
り
法
学
関
係
の
大
学
に
留
学
し
た
者
三
名
と
後
に
理
学
方

面
で
有
名
に
な
っ
た
桜
井
錠
二
と
杉
浦
重
剛
が
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
東
京
開
成
学
校
生
徒
の
二
回
に
わ
た
る
海
外
派
遣
の
留
学
先

は
、
法
学
と
工
学
関
係
の
教
育
機
関
に
集
中
し
て
い
る
と
言
え
る
。
全
留
学
生
二
一

名
の
内
、
工
学
関
係
の
学
校
に
留
学
し
た
者
は
、
半
数
以
上
の
一
二
名
に
な
る
と
判

断
さ
れ
る
。
一
八
七
五
－
七
六
年
の
頃
は
、
西
南
戦
争
勃
発
前
で
あ
っ
て
工
部
省
の

事
業
が
最
も
充
実
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
東
京
開
成
学
校
に
お
い
て
も
工
学
者
の

養
成
に
非
常
な
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
二
、
学
科
課
程
か
ら
み
た
東
京
開
成
学
校
で
の
工
学
教
育

　
　
H
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
と
「
外
国
工
業
学
校
教
則
」

　
開
成
学
校
－
東
京
開
成
学
校
で
の
工
学
教
育
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
規
定
は
、
「
学

制
二
編
追
加
」
の
中
の
諸
芸
学
校
に
つ
い
て
の
第
二
〇
四
章
と
、
工
業
学
校
に
つ
い

て
の
第
二
〇
二
章
、
そ
し
て
こ
れ
ら
二
章
に
対
応
す
る
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
と

　
　
　
　
　
　
明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

「
外
国
工
業
学
校
教
則
」
で
あ
る
。

　
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
の
冒
頭
に
は
、

　
　
「
此
学
校
ハ
百
工
技
芸
ヲ
主
ト
シ
大
ハ
以
テ
道
路
橋
梁
鉄
道
等
ノ
布
置
機
械
ノ

　
製
作
ヨ
リ
小
ハ
以
テ
磁
器
硝
子
等
ノ
製
造
二
至
ル
マ
テ
憲
ク
之
ヲ
教
授
シ
百
般
ノ

　
エ
師
ヲ
成
育
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

　
と
あ
り
、
又

　
　
「
此
学
校
ニ
ハ
エ
作
製
煉
ノ
ニ
場
ヲ
設
ケ
築
造
ノ
方
法
機
械
ノ
製
作
物
品
ノ
製

　
造
等
実
地
適
用
ノ
研
究
二
供
ス
」

　
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
外
国
工
業
学
校
教
則
」
の
冒
頭
に
は
、

　
　
「
此
学
校
ハ
諸
般
ノ
エ
人
即
チ
画
工
模
工
彫
工
木
工
鍛
工
鋳
工
金
銀
銅
工
等
総

　
テ
エ
業
二
属
ス
ル
モ
ノ
ヲ
教
育
ス
ル
所
ナ
リ
」

　
と
あ
り
、
次
で

　
　
「
此
学
校
ハ
多
ク
実
地
二
付
テ
修
業
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
警
ヘ
ハ
一
日
六
時
問
ノ

　
習
業
ト
セ
ハ
三
時
間
ハ
其
理
ヲ
講
明
シ
三
時
間
ハ
其
技
術
ヲ
伝
習
ス
ル
モ
ノ
ト

　
ス
」
と
か
、

　
　
「
此
学
校
ハ
エ
作
製
煉
ノ
ニ
場
ヲ
設
ケ
生
徒
ヲ
シ
テ
大
小
ノ
器
械
諸
物
品
ヲ
製

　
造
シ
親
シ
ク
其
学
業
ヲ
実
地
研
究
セ
シ
ム
」

　
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
者
は
、
「
工
師
」
の
養
成
に
あ
た
り
、
後
者
は
、
「
工
人
」
の
養
成
に
あ
た
る
こ

と
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
経
た
欧
米

社
会
に
お
い
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
養
成
す
る
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
⑧
ス
ク
ー
ル

一
君
－
津
8
巨
庁
ω
O
ぎ
◎
－
）
と
、
職
人
を
養
成
す
る
徒
弟
制
度
に
か
わ
っ
て
、
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
職
工
長
な
ど
を
養
成
す
る
ト
レ
ー
ド
⑤
ス
ク
ー
ル
（
芹
邑
①



4

明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

ω
序
8
－
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
っ
て
行
こ
う
と
す
る
意
図
が
読
み

と
れ
る
。

　
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
政
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
養
成
の
エ
コ
ル
⑧
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
と
、
ラ
⑧
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
H
リ
ア
ン
ク
ー

ル
公
が
一
七
八
○
年
に
そ
の
基
礎
を
築
き
、
革
命
政
府
に
よ
っ
て
本
格
的
に
組
織
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

れ
た
ト
レ
ー
ド
⑧
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
似
8
－
①
宗
ω
凹
ヰ
ω
9
昌
娑
①
引
と
が
あ
る
が
、
日

本
で
も
明
治
維
新
期
に
こ
う
し
た
二
種
類
の
学
校
の
設
置
が
目
論
ま
れ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

　
左
に
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
と
「
外
国
工
業
学
校
教
則
」
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
本
科
の
学
科
課
程
を
表
で
示
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
1
1
　
外
国
諸
芸
学
校
学
科
課
程

（
本
科
一

体
反
博
化
物
画
画
微
三
高
高
　
　
物
学
理
　
法
分
角
等
等
操
訳
学
総
学
学
幾
。
法
幾
代
擁
論
ギ
何
雰
何
数
　
法

第
一
年

星百百器動重測化画画微　工工械重　量学学法分学化物学学学学11幾・　学理　　　　製前何積　　学　　　　棟級　分　　　　　　。ノ　　　　　　分続　　　　　　析キ

第
二
年

反製切築蒸機工金地金画　造体造気械学属質石学訳学学学機製1学学学1　｛2）　　械作道　　　前　　　　　路　　　級　　　　　橋　　　ノ　　　　　梁　　　続　　　　　等　　　キ

第
二
一
年

体反実工掘物工　　地作鉱質操訳経律学ノ学　　験　　抗　　（4）　　力　　　　　13）

第
四
年

体反

操訳

体

操

注
　
1
）
機
械
ノ
図
、
築
造
ノ
図
、
画
法
幾
何
ノ
築
造
真
図
、
機
械
ノ
縮
図
、
築
造
ノ
縮
図
、
陸

　
　
地
ノ
図
、
測
量
ノ
図
等
　
②
磁
器
硝
子
染
物
煙
草
等
ノ
製
造
法
　
㈹
製
造
及
ヒ
機
械
製
造

　
　
等
二
用
フ
ル
モ
ノ
　
ω
但
実
験
修
業
ハ
生
徒
己
レ
ノ
志
ス
学
科
ヲ
専
ラ
研
業
ス
ル
モ
ノ
ニ

　
　
シ
テ
其
二
一
ヲ
示
サ
ン
ニ
化
学
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
化
学
分
析
製
煉
等
ヲ
試
験
シ
金
属
学

　
　
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
鉱
類
ヲ
分
析
シ
及
ヒ
金
属
ヲ
純
製
ス
ル
コ
ト
等
ヲ
試
験
シ
築
造
学
或

　
　
ハ
機
械
製
作
等
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
築
造
ノ
建
策
ヲ
ナ
シ
或
ハ
機
械
製
作
ノ
策
ヲ
建
テ
模

　
　
型
ヲ
作
リ
鐘
錐
ヲ
運
シ
以
テ
ソ
ノ
実
物
二
付
キ
自
ラ
築
造
製
作
ス
ル
モ
ノ
等
ナ
リ
。

　
　
と
い
う
説
明
が
つ
い
て
い
る
。

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
五
九
四
∫
六
〇
二
頁
よ
り

作
成表

1
2
　
外
国
工
業
学
校
学
科
課
程

（
本
科
）

工
百
百
画
画
三
幾
代
　
工
工
　
法
角
学
化
物
学
幾
法
何
数
　
学
理
　
何
　
　
学
　
　
1
　
　
　
　
製
　
　
　
　
造
　
　
　
　
真
　
　
　
　
図
　
　
　
　
等

第
一
年

製工百百画画造学工工　法学実化物学幾　用学理　何　　　学　　（1）

第
二
年

実物機地品械工製製業造作

第
二
一
年

注
　
ω
交
点
法
及
交
点
ト
蔭
ノ
部
等
と
い
う
説
明
あ
り

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
「
外
国
工
業
学
校
教
則
」
六
〇
二
S
六
〇
八
頁
よ
り

作
成

以
上
二
つ
の
学
校
の
学
科
課
程
を
比
較
し
て
み
て
気
づ
く
こ
と
は
、
諸
芸
学
校
本
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科
は
修
業
年
限
四
年
で
あ
る
の
に
、
工
業
学
校
本
科
の
場
合
は
三
年
で
あ
る
こ
と
、

な
ら
び
に
、
前
者
の
本
科
の
す
べ
て
の
学
年
に
お
い
て
「
反
訳
」
と
い
う
語
学
の
科

目
が
あ
る
の
に
、
後
者
で
は
そ
の
科
目
が
予
科
の
す
べ
て
の
学
年
に
は
あ
っ
て
も
、

本
科
の
学
年
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
両
者
は

等
し
く
「
外
国
専
門
学
校
」
と
言
い
つ
つ
も
、
工
業
学
校
の
方
は
諸
芸
学
校
に
比
し

て
レ
ベ
ル
の
低
い
学
校
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
○
東
京
開
成
学
校
工
学
科
に
つ
い
て

　
開
成
学
校
の
工
業
学
校
は
、
東
京
開
成
学
校
に
お
い
て
は
工
学
校
と
呼
ば
れ
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

う
で
あ
る
が
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
で
は
工
学
科

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
こ
で
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
と
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
の
工
学
校
－
工
学
科
の
本
科
の
学
科
課
程
を
表
で
示
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

表
－
3
　
一
八
七
四
年
の
学
科
課
程

法心金物図物重高
蘭理石理画質学等
薯学蕃11㌣ 第

一

年

）

修　鉄機機物結熱
身道器器理構動
学測功製学強学

量力図及弱ノ 第

（及及 製論論野築工 煉 理 二
外造場 局 及

及実 ノ 応 年

館験 実 用
内
） 験

採復 ノ海
鉱修講陸学講義嚢　・　機

第

製 及 一一一

図
、 水

機 年

計 器
算
） 様

式

明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

一
八
七
六
年
の
学
科
課
程

法
物
（
陸
図
物
重
高
蘭
　
理
講
地
学
　
質
　
学
　
等
西
学
義
測
推
強
及
数
語
祭
1
学
　
　
験
験
　
　
　
）
　
　
）

第
一
年

法
　
物
　
地
（
鉄
機
　
機
　
結
　
熱
蘭
　
理
　
質
講
道
窺
　
器
　
構
　
動
薯
三
学
憩
力
図
窮
三
嚢
簿
姜
論
藷
　
及
　
館
担
験
　
　
及
　
実
　
　
　
上
　
　
　
応
　
験
内
ノ
　
　
用
　
）
　
実
講
　
　
）
　
　
　
験
義
　
　
　
）

第
二
年

掘
採
測
水
工
海
欝
撞
讐
芳
繋
嚢
1
1
学
箏
1
1
量
墜
　
実
　
’
　
　
験

第
二
一
年

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

三
〇
〇
∫
三
〇
一
頁
、
三
一
五
⊥
三
七
頁
よ
り
作
成

　
こ
れ
ら
二
つ
の
学
科
課
程
の
内
容
は
、
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
に
示
さ
れ
た
本
科

の
学
科
課
程
の
そ
れ
と
も
違
う
し
、
ま
し
て
や
「
外
国
工
業
学
校
教
則
」
に
あ
る
本

科
の
学
科
課
程
の
そ
れ
と
も
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。

　
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
の
本
科
学
科
課
程
か
ら
、
化
学
関

係
の
科
目
を
は
ず
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
分
野
と
し
て
は
、
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
メ
カ
ニ
カ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
係
の
内
容
を
充
実
し
、
そ

れ
に
す
こ
し
マ
イ
ニ
ン
グ
一
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
係
の
内
容
を
つ
け
加
え
て
全
体

を
修
業
期
間
三
カ
年
の
学
科
課
程
に
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
学
制
二
編
追
加
」
や
諸
外
国
専
門
学
校
教
則
が
出
さ
れ
た
以
後
に
、
英
語
生
徒

を
「
工
師
」
へ
養
成
し
て
行
く
た
め
の
工
学
校
－
工
学
科
の
学
科
課
程
が
新
た
に
構

成
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
た
だ
し
、
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
に
示
さ
れ
た
学

科
課
程
は
、
基
本
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
学
科
課
程
の
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明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

系
譜
に
立
つ
も
の
と
考
え
て
よ
く
、
工
学
校
－
工
学
科
の
学
科
課
程
も
こ
の
系
譜
か

ら
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
各
分
野
の
専
門
性

が
よ
り
く
っ
き
り
分
か
れ
て
行
く
時
代
の
状
況
を
反
映
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
東
京
開
成
学
校
工
学
校
－
工
学
科
で
の
教
育
は
、
工
学
寮
工
学
校
で

の
専
門
学
の
教
育
（
ニ
カ
年
）
と
比
較
し
て
、
修
業
年
限
が
一
年
長
い
分
よ
り
レ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

ル
の
高
い
理
論
的
知
識
を
授
け
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
文
部

省
所
属
の
学
校
で
あ
る
か
ら
、
実
験
設
傭
や
実
地
修
業
の
場
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
た
。
こ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
W
・
．
J
⑧
M
ニ
フ
ン
キ
ン
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
教
育
思
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
機
械
工
学
担
当
の
イ
ギ
リ
ス
人
教

師
R
⑧
H
⑧
ス
ミ
ス
は
、
「
工
学
中
ノ
数
部
ハ
固
ヨ
リ
講
義
ヲ
以
テ
之
ヲ
教
室
二
於
テ

教
授
ス
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
難
ト
モ
之
ヲ
以
テ
理
論
ノ
部
ト
名
ツ
ク
ル
ハ
其
正
ヲ
得
サ

ル
ナ
リ
。
何
ト
ナ
レ
ハ
理
論
ノ
虚
妄
ナ
ル
ニ
非
ラ
サ
ル
カ
、
或
ハ
之
ヲ
充
分
二
推
究

セ
サ
ル
ニ
非
ル
カ
、
又
ハ
実
地
ノ
業
正
理
二
背
戻
ス
ル
ニ
非
ル
以
上
ハ
理
論
ト
実
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ト
其
間
二
毫
髪
ヲ
容
レ
サ
ル
者
ナ
リ
。
然
ル
ニ
本
校
ノ
エ
学
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
ヤ
理

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

論
二
至
テ
ハ
既
二
最
高
ノ
地
二
達
ス
ト
難
ト
モ
実
地
二
就
キ
之
ヲ
教
導
ス
ル
ノ
具
ナ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

キ
ヲ
以
テ
機
械
工
学
ヲ
教
フ
レ
ト
モ
生
徒
ヲ
シ
テ
完
全
ナ
ル
学
術
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
能

　
　
　
　
9
）

ハ
サ
ル
ナ
リ
」
（
傍
点
大
淀
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
や
は
り
、
東
京
開
成
学
校
工
学
校
－
工
学
科
で
は
、
実
践
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ョ

ナ
ル
で
あ
る
「
工
師
」
n
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
本
格
的
な
養
成
は
無
理
で
あ
っ
た
。
「
学
制

二
編
追
加
」
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
工
学
」
と
い
う
専
門
学
を
、
し
か
も
そ
の
理
論
面

に
限
っ
て
日
本
人
に
教
え
る
こ
と
の
出
来
る
教
師
を
養
成
す
る
「
師
範
学
校
」
に
そ

れ
は
留
ま
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
発
足
時
開
成
学
校
理
学
校
と
言
わ
れ
た
東
京
開
成
学
校
化
学
科
に
は
、
工
学

関
係
の
授
業
科
目
と
し
て
冶
金
学
と
製
造
化
学
が
あ
っ
た
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）

年
の
『
東
京
開
成
学
校
一
覧
』
に
よ
る
と
、
当
時
す
で
に
、
工
学
科
⑧
化
学
科
の
生

徒
は
、
土
木
工
学
、
機
械
工
学
、
採
鉱
学
、
冶
金
学
、
製
造
化
学
の
個
別
専
門
分
野

に
お
い
て
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
目
製
作
学
教
場
に
つ
い
て

　
さ
き
に
「
外
国
工
業
学
校
」
と
い
う
の
は
、
「
工
人
」
の
養
成
を
は
か
る
ト
レ
ー
ド
・

ス
ク
ー
ル
で
あ
る
と
把
握
し
て
お
い
た
。
日
本
に
お
い
て
こ
う
し
た
性
格
の
学
校
と

し
て
最
初
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
二
月
開
成
学
校
内
に
開

設
さ
れ
た
製
作
学
教
場
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
「
製
作
学
教
場
教
則
」
の
第
一
条
は
、

　
　
「
此
教
場
ハ
諸
般
ノ
エ
職
物
品
製
造
等
各
自
其
志
ス
所
二
依
テ
直
チ
ニ
其
事
二

　
就
キ
専
ラ
実
地
術
業
ヲ
学
ハ
シ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阯

　
と
な
っ
て
い
る
（
一
八
七
六
年
の
東
京
開
成
学
校
の
英
文
カ
レ
ン
ダ
i
で
は
、
こ

こ
に
あ
る
「
実
地
術
業
」
に
あ
た
る
英
語
は
、
印
斗
竃
邑
冒
§
自
敏
9
員
①
ω
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
）
。

　
教
則
日
課
は
次
頁
の
よ
う
で
あ
る
。

　
製
作
学
教
場
は
、
工
作
・
製
煉
の
二
科
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
一
八
歳
か
ら
三

〇
歳
ま
で
の
者
が
入
学
で
き
、
予
科
二
年
、
本
科
二
年
の
修
業
年
限
を
経
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
日
本
語
で
授
業
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
内
容
を
う
か
が
う
と
き
、
本
科
で
は
外
国
語
学
の
な
い
、
そ
し
て
「
工

作
製
煉
ノ
ニ
場
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
外
国
工
業
学
校
の
構
想
に
近

い
施
設
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
製
作
学
教
場
の
教
則
は
、
設
置
の
年
の
一
一
月
に
改
正
さ
れ
た
。
第
三
条
の
「
製

作
学
ヲ
分
ツ
テ
エ
作
製
煉
ノ
ニ
科
ト
ス
」
の
後
に
新
た
に
、
「
製
煉
ハ
染
料
、
塗
料
、
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表
－
4
　
製
作
学
教
場
教
則
日
課

製 錬 学 生 徒

本科 予 科

百
工
化
学 本

科
一
級

分
析
試
験 第
一
級

化化物有代物学学理機　理復分学性数学講析復化　講学

第
二
級

算物化物化無物　理学理学機理術学復用用性学　復講算算化　講　　　学

第
ゴ
ー
級

工 作 学 生 徒

本科 予 科

物
晶
製
造 本

科
一
級

工
重
器
使
学
用 第

一
級

幾図物工代物　理器　理何学学便数学　復用　講

第
二
級

算物化物化無物　理学理学機理術学復用用性学　復講算算化　講　　　学

第
ゴ
ー
級

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
「
製
作
学
教
場
教
則
」
三
二
六
∫
三
二
八
頁
よ
り
作
成
（
予

科
三
級
を
二
年
問
で
本
科
一
級
を
二
年
問
で
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
一

明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

陶
器
、
磁
器
、
披
璃
、
石
鹸
ノ
製
造
、
革
皮
、
脂
油
、
蚕
糸
、
木
綿
ノ
精
製
等
ニ
シ

テ
澤
テ
人
衆
日
用
ノ
物
品
及
ヒ
理
化
学
二
関
セ
ル
諸
薬
品
ノ
製
法
ナ
リ
、
工
作
ハ
鋳

物
、
打
物
、
指
物
、
挽
物
、
測
量
器
等
澤
テ
人
衆
日
用
ノ
器
材
及
ヒ
理
化
学
二
関
セ

ル
諸
器
ノ
製
造
ナ
リ
L
と
い
う
条
文
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
。
先
に
示
し
た
一
八
七
六

（
明
治
九
）
年
の
東
京
開
成
学
校
の
英
文
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
新
条
文
の
「
製
煉
ハ

…
…
」
は
、
φ
8
膏
ω
①
ざ
9
①
邑
8
こ
斗
ω
と
し
て
、
そ
し
て
、
「
工
作
ハ
…
…
」
は
、

印
8
昌
ω
①
ぎ
昌
8
｝
φ
邑
S
－
φ
斗
ω
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
製
作
学
教
場
に
は
、
設
置
さ
れ
た
年
に
、
製
煉
科
に
三
三
名
、
工
作
科
に
一

八
名
、
計
五
一
名
が
入
学
し
、
後
も
う
一
度
生
徒
募
集
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
二
月
教
場
は
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
四
年
後
の
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
、
「
将
来
職
工
学
校
ノ
師
範
若
ク
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

職
工
長
製
造
所
長
タ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
養
成
ス
ル
」
と
い
う
目
的
を
か
か
げ
、
化
学
工
芸

、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

科
と
機
械
工
芸
科
の
二
科
で
構
成
さ
れ
た
東
京
職
工
学
校
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
ま

さ
に
こ
の
製
作
学
教
場
の
再
興
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
だ
が
こ
の
学
校
も
、
一

八
九
〇
一
明
治
二
三
）
年
東
京
工
業
学
校
と
改
称
し
、
一
八
九
六
一
明
治
二
九
一
年

に
は
、
「
本
校
ハ
エ
業
二
従
事
ス
ル
者
ノ
為
メ
ニ
必
要
ナ
ル
学
理
及
技
術
ヲ
教
授
ス
ル

所
ト
ス
」
と
い
う
目
的
を
打
ち
出
し
て
、
よ
り
高
度
な
技
術
者
養
成
の
学
校
に
変
貌

し
て
行
っ
た
。
外
国
工
業
学
校
、
製
作
学
教
場
の
理
念
は
又
し
て
も
挫
折
し
た
の
で

　
○

あ
る
。

　
（
第
二
節
ニ
ヘ
の
補
足
）
寄
易
色
竃
『
勺
o
－
茸
①
9
箏
ざ
H
易
津
暮
①
な
ど
へ
の
留
学

東
京
開
成
学
校
で
最
初
に
土
木
工
学
を
教
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
J
・
R
・

ワ
ツ
ス
ン
（
盲
旨
①
ω
甲
オ
麸
ω
g
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
の
後
任
と
し
て
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
初
頭
に
来
日
し
た
の
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
人
の
W
⑤
S
⑧
チ
ャ
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明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
⇔
（
大
淀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

プ
リ
ン
一
事
巨
饒
Φ
巳
ω
8
ヰ
O
訂
昌
目
）
で
あ
り
、
こ
の
人
は
東
京
大
学
理
学
部
で
も

教
鞭
を
と
づ
た
。

　
こ
れ
ら
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人
は
共
に
、
ウ
エ
ス
ト
画
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
の

出
身
で
あ
っ
た
、
こ
の
士
官
学
校
は
、
南
北
戦
争
以
前
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
ヴ
ィ

ル
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
主
要
な
供
給
機
関
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
南
北
戦
争
の
す
こ
し
前

ぐ
ら
い
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
の
最
高
峰

は
、
レ
ン
セ
ラ
ー
⑧
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
⑧
イ
ン
ス
テ
．
イ
チ
ュ
ー
ト
（
内
8
窃
①
5
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

勺
◎
気
試
o
ぎ
庁
H
鼻
ぎ
↓
①
）
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
八
三
四
年
「
生

産
上
の
参
考
と
な
る
べ
き
科
学
的
知
識
を
農
工
者
間
に
普
及
す
る
の
実
カ
あ
る
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
養
成
せ
ん
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
然
科
学
を
教
授
す
る
」
レ
ン
セ
ラ
ー
⑧
ス
ク
ー

ル
と
し
て
出
発
し
た
。
し
か
し
徐
々
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
を
行
う
学
校
と
し

て
の
性
格
を
強
め
、
一
八
三
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
学
位
が
こ
の
学
校
の
卒
業
生
四
名
に
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
四
九
年
校
長
B
⑧
F
⑧
グ
リ
ー
ン
（
甲
串
彗
彗
■
9
①
8
一
は
渡
仏
し
、
エ

コ
ル
⑧
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
と
エ
コ
ル
⑧
サ
ン
ト
ラ
ル
⑧
デ
ザ
ー
ル
⑧
エ
⑧
マ
ヌ
フ
ァ

ク
ト
ゥ
ー
ル
（
向
8
－
①
8
鼻
S
こ
①
ω
印
斗
ω
9
昌
き
亀
8
9
8
ω
　
一
八
二
九
年
設
立
）

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
最
高
の
高
等
技
術
教
育
機
関
を
視
察
し
た
。
帰
国
し
て
彼
は
そ
れ

ら
の
学
校
の
学
科
課
程
を
導
入
し
て
、
レ
ン
セ
ラ
ー
⑧
ス
ク
ー
ル
を
一
八
五
一
年
レ

ン
セ
ラ
ー
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
⑧
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
に
改
組
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
学
科
課
程
は
下
表
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
一
九
〇
七
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教

育
の
総
合
的
検
討
と
い
う
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
シ
カ
ゴ
大
学
の
C
⑧
R
雪
マ
ン
教
授

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
「
而
し
て
斯
の
如
き
は
即
ち
仏
国
の
各
工
学
校
の
案
な
り
し
な
り
、
蓋
し
仏
国

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
案
は
変
更
せ
ず
其
ま
＞
米
国
に
輸
入
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ん
、
而
し
て
此
の
根
本

表
1
5
　
レ
ン
セ
ラ
ー
の
改
組
時
の
学
科
課
程

植測外国用物代物　国　器理数学量語語画総’　　　　論幾　　　　　何　　　　　二　　　　　二　　　　　角

第
一
年

地動砿外国測画化物解質物物国　地法　理析学学学語語測幾学総微　　　　水何　論積　　　　　　　　分　　　　　製　　　　　図

第
二
年

心　採鉄建機　地　応　国　工体画測測応　力理　鉱道設械　文　用　　　業学法量量用一｛）嚢蓄学碧語鐘）蕎）芒委学呂金豪　学学（三学ま　唄　　　透角8　橋　　　　視応冨　梁　　　華弔く　　　、亀　水　　　地鉄　　圧　　　　形道肇工　　図及g　事　　　　’鉱　　’　　　　分山

第
二
一
年

『
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
」
教
授
刷
新
財
団
報
告
第
十
一
工
業
教
育
研
究
』
一
九
∫
二
二
頁
よ
り
作
成

、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

案
は
今
日
も
な
ほ
依
然
と
し
て
米
国
の
各
工
学
校
（
原
文
で
は
①
掲
巨
8
ユ
尾
8
－
－

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
1

－
晶
①
大
淀
）
の
課
程
の
基
礎
と
な
れ
り
。
L
（
傍
点
大
淀
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
き
に

示
し
た
外
国
諸
芸
学
校
の
学
科
課
程
（
表
1
1
一
と
比
較
し
て
み
る
と
、
修
業
年
限

こ
そ
三
年
問
と
四
年
間
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
と
言
っ
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
東
京
開
成
学
校
工
学
科
か
ら
の
第
一
回
留
学
生
は
、
平
井
晴
次
郎
と
原
口
要
の
二
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名
の
み
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
が
、
レ
ン
セ
ラ
ー
一
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
一
イ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
i
ト
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
エ
コ
ル
③
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
、
ウ
ェ
ス
ト
⑤

ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
、
レ
ン
セ
ラ
ー
一
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
、
「
外
国
諸
芸
学
校
教
則
」
、
東
京
開
成
学
校
工
学
校
－
工
学
科
に
脈
々
と
流
れ
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
の
継
承
関
係
を
踏
ま
え
て
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
ま
た
他
の
東
京
開
成
学
校
か
ら
の
留
学
生
古
市
公
威
、
沖
野
忠
雄
、
山
口
半
六

は
、
エ
コ
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
よ
り
直
接
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
エ
コ
ル
③
サ

ン
ト
ラ
ル
。
デ
ザ
ー
ル
・
エ
・
マ
ヌ
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ー
ル
に
学
ん
で
い
る
し
、
関
谷
清

景
、
増
田
礼
作
、
谷
口
直
貞
は
、
機
械
工
学
の
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
R
・
H
・
ス
ミ
ス

の
堕
言
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
エ
コ
ル
⑤
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汕

ン
グ
教
育
思
想
の
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
導
入
者
W
・
J
・
M
ニ
フ
ン
キ
ン
の
影
響
の
強
い

と
思
わ
れ
る
大
学
で
メ
カ
ニ
カ
ル
③
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
学
ん
で
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
東
京
開
成
学
校
関
係
で
は
、
以
上
八
名
の
者
が
、
エ
コ
ル
③
ポ
リ
テ

ク
ニ
ー
ク
に
渕
源
す
る
と
こ
ろ
の
「
総
合
技
術
」
の
思
想
に
よ
り
直
接
的
か
つ
よ
り

深
い
形
で
学
ぶ
こ
と
の
出
来
た
先
進
的
な
人
々
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
東
京
開
成

学
校
は
、
欧
米
の
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
た
め
の
予
傭
校
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言

え
よ
う
）
。

　
三
、
東
京
大
学
理
学
部
工
学
科
の
工
芸
学
部
へ
の
拡
充

　
　
H
東
京
大
学
の
成
立

　
結
局
東
京
開
成
学
校
は
一
人
の
卒
業
者
も
出
す
こ
と
な
く
、
一
八
七
七
（
明
治
一

〇
）
年
四
月
二
一
日
の
文
部
省
布
達
に
よ
り
、
東
京
医
学
校
と
合
併
し
て
東
京
大
学

と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
大
学
は
、
法
学
部
、
理
学
部
、
文
学
部
、
医
学
部
の

四
学
部
で
構
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

　
　
○
理
学
部
工
学
科
と
採
鉱
冶
金
学
科

　
成
立
当
初
の
東
京
大
学
理
学
部
は
、
化
学
科
、
数
学
。
物
理
学
及
星
学
科
、
生
物

学
科
、
工
学
科
、
地
質
学
及
採
鉱
学
科
の
五
学
科
か
ら
成
り
、
修
業
年
限
は
四
年
で

あ
っ
た
。
五
学
科
の
う
ち
工
学
教
育
に
関
係
し
て
い
る
の
は
、
工
学
科
と
地
質
学
及

採
鉱
学
科
の
採
鉱
学
コ
ー
ス
で
あ
り
、
又
化
学
科
の
第
三
、
四
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
製
造
化
学
と
い
う
工
学
関
係
の
科
目
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
次
頁
の
表
は
、
工
学
科
と
採
鉱
学
コ
ー
ス
の
学
科
課
程
で
あ
る
。

　
か
つ
て
の
東
京
開
成
学
校
工
学
科
の
教
育
内
容
は
、
土
木
工
学
と
機
械
工
学
と
採

鉱
学
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
が
、
東
京
大
学
の
時
代
に
な
っ
て
、
工
学
科
の
ニ
コ
i

ス
と
採
鉱
学
コ
ー
ス
と
い
う
具
合
い
に
、
三
つ
の
専
門
学
の
コ
ー
ス
が
相
当
明
確
に

区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
一
八
八
○
（
明
治
二
二
）
年
九
月
に
、
地
質
学
及
採
鉱
学
科
は
、
地
質
学
科
と
採

鉱
冶
金
学
科
の
二
科
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
工
学
科
と
採
鉱
冶
金
学
科
の
学
科

課
程
は
一
八
七
七
年
の
も
の
と
大
差
な
か
っ
た
が
、
和
漢
文
学
が
必
修
か
ら
は
ず
さ

れ
、
土
木
工
学
コ
ー
ス
と
採
鉱
冶
金
学
の
第
四
年
に
地
質
学
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
語
学
に
関
し
て
、
法
蘭
西
語
或
日
耳
曼
語
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
法
蘭

西
語
或
独
逸
語
と
変
え
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
学
術
重
視
と
い
う
時
代
の
傾
向
が
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
（
翌
年
九
月
に
は
、
文
学
部
、
理
学
部
の
学
生
は
必
ず
ド
ィ

ツ
語
を
兼
修
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
一
。

　
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
も
理
学
部
の
学
科
課
程
の
改
訂
が
な
さ
れ
、
工
学

科
第
二
年
に
冶
金
学
が
加
わ
り
、
土
木
工
学
コ
ー
ス
と
採
鉱
冶
金
学
科
第
四
年
の
応

用
地
質
学
は
は
ぶ
か
れ
て
い
る
。
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表
1
6

　
明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o

工
学
科
学
科
課
程

（
大
淀
）

画
金
化
重
数
論
英
　
石
学
学
学
理
吉
学
学
（
大
（
学
利
　
大
無
意
代
’
語
　
意
機
’
数
心
（
　
’
。
星
・
理
作
　
地
実
学
幾
学
文
　
質
験
大
何
大
）
　
学
）
意
）
意
　
大
　
意

第
一
年
（
理
学
部
共
通
）

英
物
陸
重
純
吉
理
地
学
正
利
学
測
’
及
語
’
（
量
物
応
’
機
講
質
用
法
械
義
強
数
蘭
図
・
弱
学
西
　
野
論
語
　
外
或
　
及
日
　
館
耳
　
内
曼
　
実
語
　
験
　
）

第
二
年

和
法
物
道
結
熱
漢
蘭
理
路
構
動
文
西
学
及
強
学
学
語
’
鉄
弱
及
　
或
機
道
論
蒸
　
日
械
測
　
気
　
耳
図
量
　
機
　
曼
　
及
　
関
　
語
　
構
　
学
　
　
造

第
二
一
年

卒
材
機
業
料
械
論
試
計
文
験
画
　
’
製
　
機
図
　
械
実
　
所
験
　
実
　
験

機
械
工
学
コ
1
ス

卒
造
海
測
橋
業
営
上
地
梁
論
学
測
（
術
構
文
’
量
講
造
　
和
’
義
　
漢
水
・
　
文
機
野
　
学
工
外
　
学
及
　
　
館
　
　
内
　
　
実
　
　
験
　
　
）

土
木
工
学
コ
1
ス

第
四
年

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

六
一
七
∫
六
二
二
頁
よ
り
作
成

表
－
7
　
採
鉱
学
コ
ー
ス
学
科
課
程

法地陸検地金蘭質地質質石西巡測分測学語検量析量’或’及’’石日英地採金質耳吉誌鉱石学曼利図学識語語　　別

第
二
年

鉱機検冶鉱和法定古泉醤纂事霧婆麗雰嚢業　管　汰学語析’ノ　分　法　或　地実　析　　　日　質修　　　耳塗　　　　　　曼　論　　　　　　語

第
＝
一
年

卒
鉱
定
鉱
冶
定
地
業
山
量
山
金
量
中
論
巡
分
諸
学
吹
測
文
視
析
業
及
管
量
　
’
’
ノ
鉱
分
’
　
和
造
計
砿
析
重
　
漢
営
画
淘
’
学
　
文
学
　
汰
試
　
学
　
　
法
金
　
　
　
　
実
　
　
　
　
験

第
四
年

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

六
二
三
∫
六
二
五
頁
よ
り
作
成

　
　
目
工
学
関
係
の
二
学
科
三
コ
ー
ス
の
成
立

　
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
に
な
る
と
、
理
学
部
で
の
工
学
教
育
に
い
く
つ
か
の
大

き
な
変
動
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
ま
ず
第
一
年
の
理
学
部
共
通
科
目
の
う
ち
で
心
理
学
大
意
が
な
く
な
り
、
新
た
に

、
　
　
　
、
　
　
　
、

物
理
学
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
（
後
の
第
二
節
三
へ
の
補
足
参
照
）
。
そ
し
て
第
二
年
、

第
三
年
に
あ
る
法
蘭
西
語
或
独
逸
語
と
い
う
の
は
、
独
逸
語
一
本
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
卒
業
論
文
に
関
し
て
「
邦
文
漢
文
若
英
文
」
と
い
う
た
だ
し
書
が
つ
け
加
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
八
月
に
は
、
工
学
科
の
専
門
の
学
科
課
程
に
す
こ
し
大
き
な
改
訂
が
な
さ
れ
、
か

つ
化
学
科
に
応
用
化
学
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
左
表
は
こ
れ
ら
の
変
化
し
た
学

科
課
程
で
あ
る
。

　
ま
た
一
〇
月
に
は
理
学
部
各
学
科
第
二
年
の
課
程
よ
り
英
吉
利
語
が
は
ぶ
か
れ
、

採
鉱
冶
金
学
科
第
三
年
の
課
程
に
金
石
識
別
実
験
及
岩
石
識
別
が
加
え
ら
れ
た
。
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表
－
8
　
一
八
八
三
年
工
学
科
の
学
科
課
程

第
　
二

年

陸
地
測
量
及
地
誌
図

物
質
論
、
重
学

鉄
鉱
冶
金
法
、
数
学

物
理
学
、
衛
生
工
学

運
動
学
及
機
工
論

機
械
図
、
英
吉
利
語
、

独
逸
語

土
木
工
学
コ
ー
ス

機
械
工
学
コ
ー
ス

第
　
三
　
年

物
質
抗
力
論

橋
梁
及
屋
背
構
造
法

熱
動
学
及
カ
源
機

物
理
学
、
独
逸
語

道
路
及
鉄
道
構
造
法

機
械
図

機
械
図
及
機
械
計
画

機
械
学
及
工
場
諸
工
具

第
　
四

年

治
水
工
学

洪
及
擁
壁
構
造
法
等

隊
道
構
造
法
、
測
地
術

基
礎
構
造
法

卒
業
論
文
（
邦
文
漢
文
若
英

文
）

機
械
所
実
験

卒
業
論
文
（
邦
文
漢
文
若
英

文
）

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
隼
史
』
上
冊

六
六
三
∫
六
六
五
頁
よ
り
作
成

表
1
9
　
化
学
科
応
用
化
学
コ
ー
ス
の
学
科
課
程

金
物
有
分
石
理
機
析
学
学
化
化
　
　
学
学
　
　
　
（
　
　
　
検
　
　
　
質
　
　
　
分
　
　
　
析
　
　
　
）

第
二
年
（
純
正
化
学
、
コ
1
ス
と
共
通
）

製
分
物
製
造
析
理
造
化
化
学
化
学
学
　
学
実
（
　
　
’
験
定
　
冶
　
量
　
金
　
分
　
学
　
析
　
）

第
＝
一
年
（
〃
）

試
応
製
製
金
用
造
造
術
重
化
化
　
学
学
学
　
　
実
　
　
験

第
四
年
（
応
用
化
学
コ
1
ス
の
み
）

明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

吹
管
分
析

英
吉
利
語

独
逸
語

独
逸
語

機
械
図

卒
業
論
文

　
　
　
（
邦
文
漢
文
若
英
文
）

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

六
六
五
∫
六
六
六
頁
よ
り
作
成

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
一
年
に
な
る
と
、
東
京
大
学
理
学
部

で
の
工
学
教
育
は
、
二
つ
の
独
立
し
た
学
科
と
化
学
科
の
中
の
応
用
化
学
を
専
門
に

学
ぶ
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
工
学
科
の
中
は
、

土
木
工
学
、
機
械
工
学
を
専
門
に
学
ぶ
コ
ー
ス
が
よ
り
明
確
に
分
か
れ
出
し
た
の
で
、

二
学
科
三
コ
ー
ス
で
も
っ
て
四
つ
の
専
門
工
学
を
学
ぶ
こ
と
が
理
学
部
で
可
能
に

な
っ
て
来
て
い
た
。

　
で
は
こ
こ
で
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
発
行
の
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一

覧
』
の
第
四
章
教
科
細
目
か
ら
、
こ
れ
ら
四
つ
の
専
門
工
学
の
実
地
修
業
に
あ
た
る

部
分
を
摘
記
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
1
－
機
械
工
学

　
機
械
工
学
生
ハ
第
三
年
ノ
終
二
於
テ
直
二
横
須
賀
造
船
所
二
遣
ハ
シ
凡
ソ
九
ケ

月
問
該
諸
工
場
ヲ
経
履
シ
親
ク
其
各
業
ヲ
執
リ
以
テ
機
械
工
具
ノ
便
用
ヲ
実
験
セ

シ
メ
既
ニ
シ
テ
校
二
帰
ル
ノ
後
其
残
余
ノ
第
四
年
中
専
ラ
機
器
ヲ
計
画
シ
及
ヒ
卒

業
論
文
ヲ
作
ル
ニ
従
事
セ
シ
ム

　
ω
土
木
工
学

　
鉄
道
学
ノ
科
二
於
テ
ハ
頗
ル
許
多
ノ
日
時
ヲ
要
ス
既
チ
初
メ
其
理
論
ヲ
援
ケ
順

次
左
ノ
野
外
実
験
ノ
業
二
従
事
セ
シ
ム
日
ク
直
線
及
曲
線
布
置
法
日
ク
水
準
測

量
、
日
ク
横
載
面
測
量
、
日
ク
阪
路
打
代
法
、
日
ク
排
水
渠
布
設
法
、
日
ク
採
土
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明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

坑
撰
定
法
、
日
ク
勾
配
標
ノ
打
方
等

　
此
等
ノ
業
ヲ
終
ル
ノ
後
学
生
ハ
数
里
問
ノ
鉄
道
線
路
概
測
ヲ
為
シ
其
長
短
ヲ
確

定
セ
シ
メ
費
用
ノ
予
算
ヲ
立
テ
乃
チ
直
二
請
負
人
ヲ
シ
テ
建
築
二
着
手
セ
シ
ム
ル

モ
敢
テ
差
支
ナ
キ
ノ
完
全
計
画
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
而
シ
テ
此
実
測
ヲ
後
線
路
ノ
平
面

図
縦
載
面
図
乃
ヒ
各
所
ノ
横
載
面
図
並
二
排
水
費
等
ノ
図
ヲ
製
シ
請
負
仕
様
書
ヲ

作
ル
ヲ
要
ス

　
㈹
採
鉱
学
及
冶
金
学

　
夏
期
休
業
中
採
鉱
冶
金
学
生
ヲ
鉱
山
二
派
遣
シ
其
第
三
年
学
生
ニ
ハ
主
ト
シ
テ

破
石
法
、
支
柱
法
、
襲
ノ
鋭
利
鍛
治
法
等
ヲ
実
修
セ
シ
メ
第
四
年
学
生
ニ
ハ
報
告

ヲ
作
ル
カ
為
メ
鉱
山
ノ
景
況
ヲ
巡
検
セ
シ
ム
但
該
報
告
ニ
ハ
蕾
三
其
実
験
セ
シ
鉱

山
已
設
ノ
採
鉱
冶
金
法
等
ヲ
詳
記
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
之
カ
改
良
ノ
法
按
ヲ
モ
併
セ

記
セ
シ
メ
且
其
改
良
方
案
二
要
ス
ル
図
画
ヲ
モ
出
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
而
シ
テ
該

報
告
ハ
第
四
年
ノ
卒
業
論
文
土
充
ツ
ル
ナ
リ

　
ω
製
造
化
学

　
余
暇
ヲ
以
テ
学
生
ヲ
率
ヰ
諸
製
造
所
ヲ
巡
廻
シ
既
二
講
義
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
就
テ

更
二
詳
細
二
之
ヲ
教
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
右
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
を
工
学
寮
工
学
校
－
工
部
大
学
校
の
実
地
修
業
1
1
実

地
科
と
比
較
し
て
み
る
と
、
期
問
も
短
い
し
、
内
容
も
部
分
的
で
、
か
つ
組
織
的
な

位
置
づ
け
も
不
充
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
実
際
の
業
務
に
就
い
て
幅
広
い
経

験
を
積
む
と
い
う
よ
り
も
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
⑧
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
上
の
力
量
を
つ

け
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
ら
あ
た
り
に
、

東
京
大
学
理
学
部
で
の
工
学
教
育
の
性
格
一
特
徴
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
㈲
理
学
部
附
属
造
船
学
科
の
設
置

　
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
は
、
海
軍
卿
川
村
純
義
よ
り
文
部
卿
福
岡
孝
弟
に

対
し
、
「
当
今
海
軍
拡
張
ノ
緒
二
就
キ
往
々
造
船
ノ
事
業
盛
大
相
成
候
二
付
テ
ハ
先
ツ

船
艦
並
舶
用
蒸
気
機
械
製
造
士
ヲ
養
成
ス
ヘ
キ
ハ
今
日
ノ
急
務
二
付
該
学
科
ヲ
設
ケ

生
徒
ノ
教
育
ヲ
必
要
ト
致
侯
－
－
－
御
所
轄
東
京
大
学
中
へ
艦
船
並
舶
用
蒸
気
機
械
ノ

両
学
科
ヲ
設
ケ
ラ
レ
其
教
員
二
宛
テ
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
当
省
官
員
ノ
内
ヲ
相
撰
ミ
大
学
へ

貸
付
シ
而
シ
テ
該
生
徒
ハ
大
学
現
在
ノ
生
徒
中
ヨ
リ
選
抜
二
応
当
省
二
於
テ
試
験
ヲ

遂
ケ
シ
上
該
両
科
ヲ
専
門
ト
シ
…
…
成
業
ノ
上
ハ
当
省
へ
奉
職
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　
c
φ
・

…
・
：
」
と
い
う
交
渉
が
な
さ
れ
、
翌
年
五
月
理
学
部
附
属
造
船
学
科
の
設
置
が
決
定

さ
れ
た
。

　
こ
の
と
き
文
部
省
と
海
軍
省
と
の
問
に
と
り
か
わ
さ
れ
た
条
款
の
第
一
条
に
は
、

「
東
京
大
学
理
学
部
附
属
造
船
学
科
ハ
海
軍
造
船
及
舶
用
機
関
製
造
二
従
事
ス
ル
海

軍
技
術
官
ト
ナ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
教
育
ス
ル
所
ト
ス
　
但
海
軍
技
術
官
ト
ナ
ル
ヲ
願
ハ
サ

ル
者
ト
誰
モ
船
艦
及
舶
用
機
関
製
造
ノ
学
科
ヲ
修
メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
東
京
大
学

二
於
テ
詮
議
ノ
上
入
学
ヲ
許
ス
事
ア
ル
ベ
シ
」
と
あ
っ
た
。
後
の
帝
国
大
学
工
科
大

学
造
船
学
科
も
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
優
秀
な
卒
業
生
は
多
く
海
軍
工
廠

へ
入
っ
た
。

　
ま
た
第
八
条
に
は
、
「
学
生
修
業
中
ハ
澤
テ
東
京
大
学
諸
規
則
ヲ
遵
守
セ
シ
メ
而
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

テ
造
船
及
舶
用
機
関
学
実
地
演
習
ノ
タ
メ
横
須
賀
造
船
所
二
在
ル
間
ハ
同
所
長
ノ
指

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
2

揮
二
服
従
ス
ヘ
キ
事
ト
ス
」
（
傍
点
大
淀
）
と
あ
り
、
東
京
大
学
理
学
部
で
の
工
学

教
育
関
係
で
は
め
ず
ら
し
く
工
部
大
学
校
ス
タ
イ
ル
の
実
地
修
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

　
造
船
学
科
の
学
科
課
程
を
次
頁
に
示
し
て
お
く
。



13

表
－
1
0
　
設
置
時
の
理
学
部
附
属
造
船
学
科
の
学
科
課
程

仏物蒸運力数蘭質気動学学西及機学’’語結関及造物X構学機船理　強’械学学　引図工実　論学論業

第
二
年

仏
工
海
舶
手
熱
物
蘭
場
軍
用
操
動
理
西
用
炮
蒸
及
学
学
語
図
術
気
機
及
’
X
’
’
機
械
蒸
造
　
鉄
図
関
工
気
船
　
鉱
学
学
具
機
学
　
冶
　
　
　
関
理
　
金
　
　
　
学
論
　
学

第
＝
一
年

一
×
印
の
課
目
は
当
分
課
さ
ず
一

船
実
体
地
機
演
関
習
計
画 第

四
年

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

六
七
一
∫
六
七
二
頁
よ
り
作
成

　
　
㈲
工
学
関
係
学
科
の
工
芸
学
部
へ
の
統
合

　
東
京
大
学
理
学
部
に
お
け
る
工
学
教
育
の
展
開
⑧
変
容
は
以
上
の
よ
う
な
経
過
を

た
ど
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
総
仕
上
げ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
二
月
十
五
日
東
京
大
学
に
対
す
る
文
部
卿
大
木
喬
任

の
達
に
よ
っ
て
、
機
械
工
学
、
土
木
工
学
、
採
鉱
冶
金
学
、
応
用
化
学
の
学
科
と
附

属
造
船
学
科
か
ら
な
る
工
芸
学
部
が
、
理
学
部
か
ら
工
学
関
係
学
科
⑧
コ
ー
ス
の
分

離
を
は
か
り
つ
つ
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
工
芸
学
部
設
置
の
意
義
に
つ
い
て
、
『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
、
「
工
部
省
の

廃
止
（
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
）
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
同
省
廃
止
に

伴
い
、
の
ち
に
工
部
大
学
校
を
文
部
省
移
管
の
上
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
一
部
と

す
る
改
編
が
行
わ
れ
た
が
、
工
芸
学
部
の
設
置
は
、
少
な
く
と
も
理
学
部
諸
学
科
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
η

か
ら
、
の
ち
工
科
大
学
に
移
さ
れ
る
諸
学
科
を
予
め
定
め
て
お
く
結
果
と
な
っ
た
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

設
置
の
翌
年
三
月
帝
国
大
学
令
が
公
布
さ
れ
、
工
科
大
学
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
工
芸
学
部
は
わ
ず
か
三
か
月
ほ
ど
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
。

　
（
第
二
節
三
へ
の
補
足
）
東
京
大
学
理
学
部
第
一
年
に
お
け
る
物
理
学

　
理
学
部
の
諸
学
科
の
学
生
が
第
一
年
で
共
通
に
学
ぶ
科
目
と
し
て
、
始
め
英
吉
利

語
（
作
文
）
、
論
理
学
、
心
理
学
大
意
、
数
学
（
代
数
一
幾
何
）
、
重
学
大
意
、
星
学

大
意
、
化
学
（
無
機
③
実
験
）
、
金
石
学
大
意
、
地
質
学
大
意
、
画
学
が
あ
っ
た
。

　
が
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
八
二
年
の
学
科
課
程
改
訂
に
よ
っ
て
、
心
理
学

大
意
に
か
え
て
物
理
学
が
導
入
さ
れ
た
。

　
こ
の
当
時
の
心
理
学
と
い
う
の
は
い
か
な
る
内
容
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ

ら
く
一
八
七
九
年
ド
イ
ツ
の
W
。
ブ
ン
ト
が
初
め
て
心
理
学
実
験
室
を
設
立
し
て
、

心
理
学
を
実
験
科
学
と
し
て
独
立
さ
せ
る
以
前
の
o
巨
◎
ω
ε
耳
◎
｛
邑
邑
と
し
て
の

心
理
学
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
始

ま
っ
て
ホ
ツ
ブ
ス
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
等
に
至
る
o
巨
o
8
冨
實

達
の
昌
巨
戸
ざ
身
一
§
g
冨
に
関
す
る
考
え
方
の
解
説
で
あ
っ
た
。
と
見
て
そ
う
は

ず
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
学
、
工
学
の
学
習
に
お
い
て
も
、
知
識
の
全
体
性
、

体
系
性
の
基
礎
と
し
て
こ
の
よ
う
な
科
目
の
習
得
が
大
事
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
で
は
新
し
く
導
入
さ
れ
た
物
理
学
は
、
こ
う
し
た
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
心

理
学
大
意
に
か
わ
り
得
る
科
目
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

東
京
大
学
理
学
部
原
版
、
清
野
勉
増
訂
補
訳
『
増
訂
士
都
華
氏
物
理
学
』
（
明
治
一
八

年
一
一
月
出
版
⑧
明
治
一
九
年
三
月
再
版
）
の
上
巻
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
清
野

勉
の
三
〇
頁
に
わ
た
る
論
文
「
物
理
学
ノ
必
要
」
に
依
拠
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。
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明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

　
こ
の
物
理
学
の
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
巾
胃
｛
o
膏
ω
試
考
實
け
が
執
筆
し
た

、
、
5
昭
◎
易
ぎ
目
①
昌
g
＄
q
勺
耳
ω
μ
8
、
”
（
一
八
七
〇
）
と
い
う
教
科
書
を
南
校
の
元

教
官
川
本
清
一
が
東
京
大
学
理
学
部
の
要
請
で
、
清
野
勉
と
共
に
翻
訳
し
一
八
七
八

（
明
治
一
一
）
年
に
出
版
し
た
も
の
が
元
々
の
形
な
の
で
あ
る
。
右
に
示
し
た
明
治

一
八
年
版
は
、
原
著
の
一
八
七
七
年
、
一
八
八
三
年
の
増
補
、
改
訂
版
に
よ
っ
て
明

治
一
一
年
版
を
清
野
勉
が
補
訳
し
て
な
っ
た
㍍
の
で
あ
る
。

　
清
野
勉
の
論
文
「
物
理
学
ノ
必
要
」
は
、
も
ち
ろ
ん
物
理
学
を
学
ぶ
意
義
に
つ
い

て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
J
⑧
R
⑧
マ
イ
ヤ
ー
他
の
人
々
に

よ
っ
て
一
九
世
紀
の
半
ば
に
発
見
⑧
確
立
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
（
ま
①

5
オ
◎
｛
O
◎
易
①
ミ
註
旨
◎
｛
穿
胃
弩
清
野
は
「
勢
ノ
大
浬
繋
説
」
と
訳
し
て
い
る
）

に
よ
っ
て
物
理
学
が
諸
知
識
の
新
し
い
基
礎
認
識
と
し
て
の
位
置
を
獲
得
し
た
と
い

う
理
解
に
端
を
発
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ま
で
の
物
理
学
は
、
光
素
、
電
気
流
体
、
磁
気
素
な
ど
と
呼
ば
れ
た
不
可
量

物
質
に
か
か
わ
る
学
問
で
あ
っ
て
、
力
学
（
機
械
学
）
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
の
発
見
以
後
は
、
力
学
を
包
摂
し
つ
つ
よ
り
進

歩
し
た
物
理
学
が
登
場
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
物
理
学
は
、
力
学
的
自
然
観

に
か
わ
る
新
し
い
よ
り
全
体
的
な
自
然
観
を
提
供
し
よ
う
と
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
清
野
は
、
科
学
の
世
界
史
に
お
け
る
こ
の
大
転
換
期
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
「
化

学
ト
云
ヒ
生
物
学
と
云
ヒ
心
理
学
ト
云
ヒ
社
会
学
ト
云
フ
モ
各
自
区
域
ノ
異
ナ
ル
ニ

従
ヒ
其
ノ
区
域
内
二
於
ケ
ル
事
実
ノ
上
二
勢
ノ
大
浬
築
説
ヲ
適
用
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ

而
シ
テ
所
在
ノ
何
レ
タ
ル
ヲ
論
セ
ズ
広
ク
重
力
、
音
、
光
熱
、
電
気
等
ノ
現
象
二
勢

ノ
大
浬
築
説
ヲ
適
用
シ
又
或
ハ
此
レ
等
ノ
現
象
ヲ
以
テ
勢
ノ
大
浬
築
説
ヲ
護
明
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ノ
事
業
ハ
物
理
学
ノ
自
壬
ス
ル
所
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
以
テ
物
理
学
現
今
ノ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
位
ハ
其
ノ
他
百
般
ノ
学
科
二
対
シ
緒
論
タ
ル
ノ
実
蹟
ア
ル
コ
ト
知
ル
ベ
シ
」
（
傍
点

大
淀
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
文
字
通
り
自
然
－
人
問
－
社
会
を
貫
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
二
兀
論
の
立
場
が
表
明
さ
れ
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
の
学
問
1
1
物
理
学

に
つ
い
て
の
学
習
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う

わ
け
で
あ
る
。

　
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
東
京
大
学
理
学
部
第
一
年
の
学
科
課
程
に
心
理
学
大

意
に
か
え
て
物
理
学
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
理
学
部
原
版
の
翻
訳
書
の
冒
頭
に

右
に
紹
介
し
た
内
容
の
「
物
理
学
ノ
必
要
」
と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
も
理
学
部
自
身
当
時
物
理
学
に
つ
い
て
こ
う
し
た
理
解
を
持
っ
て
い
た

（
清
野
勉
か
ら
の
影
響
な
の
か
、
理
学
部
の
意
向
を
清
野
が
代
弁
し
て
い
る
の
か
は

判
断
し
が
た
い
）
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

第
三
節
帝
国
夫
学
工
科
大
学
成
立
期
の
教
育

　
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
の
暮
に
、
そ
れ
ま
で
の
太
政
官
制
が
廃
止
さ
れ
て
、

内
閣
笥
が
導
入
さ
れ
た
。
翌
年
二
月
、
外
務
、
内
務
、
大
蔵
、
陸
軍
、
海
軍
、
司
法

文
部
、
農
商
務
、
逓
信
の
各
省
官
制
が
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
三
月
帝
国
大
学
令
、
四

月
師
範
学
校
令
、
小
学
校
令
、
中
学
校
令
が
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た
。
新
し
い
強
力

な
行
政
機
構
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
と
が
こ
う
し
て
確
立
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
に
立
つ
帝
国
大
学
は
、
法
科
⑧
医
科
一
工

科
・
文
科
⑧
理
科
の
五
分
科
大
学
で
構
成
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
教
育
内
容
に
重
点
を
置
き
つ
つ
論
じ
て
き
た
工
部
大
学

校
と
東
京
大
学
工
芸
学
部
は
、
新
し
い
帝
国
大
学
工
科
大
学
を
構
成
す
る
要
素
と

な
っ
て
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
、
工
科
大
学
の
学
科
の
構
成
と
教
育
内
容
の
特
徴

H
九
学
科
の
誕
生

工
部
大
学
校
と
東
京
大
学
工
芸
学
部
が
合
併
し
て
帝
国
大
学
工
科
大
学
が
成
立
し

表
I
u
　
工
科
大
学
の
学
科
課
程

た
と
き
は
、
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
造
船
学
科
、
電
気
工
学
科
、
造
家
学
科
、

応
用
化
学
科
、
採
鉱
及
冶
金
学
科
の
七
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
い
ま
こ
の
七
学
科
の
発
足
時
の
学
科
課
程
を
表
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
科
目
名
の
下
の
数
字
は
学
期
そ
の
さ
ら
に
下
の
数
字
は
週
時
間
数
）

応
物
数
用
理
重
学
学
学

第
一
年

○
機
械
工
学
科

物
実
測
土
地
機
応
物
数
理
　
地
　
量
木
質
械
用
理
実
　
測
　
学
工
学
学
重
学
　
学
験
量
　
学
　
学
　
製
　
図

第
一
年

○
土
木
工
学
科

1
り
乙
3

1
↓
∩
6 1
2

1

2
3

1
2

1
2

1
2

3 3 3

3 2 23 6 1615 3 2 2 4 3 2 23
工
製
電
機
芸
造
気
械
経
冶
工
工
済
金
学
学
学
学

実
測
工
家
地
地
芸
屋
測
学
経
構
量
　
済
造
製
　
学
図

土
木
工
学

第
二
年

第
二
年

1

1
2
1
2

1 1 1 1

2

2
3

2
3

2 2

3

2 3 1 6 1715 1．5 2 31．511．59．511

卒
意
実
業
匠
地
論
及
演
文
講
習
意
義
匠
等 第

二
一
年

卒
製
工
土
実
業
業
木
地
論
図
行
工
演
文
政
学
習
意
法
匠
等 第

ゴ
ー
年

1 1

2 2 2 2

3 3

18 2 10

明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
⇔
（
大
淀
）
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明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o

（
大
淀
）

電機応物数気械用理 O 物造造機応物数 O 物機土機
工学重学学

電 理船船械用理実製学学重学学
造 理械木械

学 学
気 船 実工工学
工 験図 学

学 験学学
第 学 第 科 製製

科 図図
及

一 一
工
学
実

年 年
験

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

4 3 3 2 23 6 1922 2 3 3 2 23 6 16 4 4

物工機電 実造工船造 実製
理芸械気 地船芸舶船 地図
及経工工 演学経機学 演学
電済学学 習上済関 習及
気学 第 ノ学 第 工
工 意 学
学 匠 実
実

二
及

二
験

験 製
及 図
製
図

年 年

1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3

3226 2 2 56 2826 2 3 4 24

卒実 卒造船造実業地 業船舶船地論演 論学機学演文習 文上関 習
意

第 意ノ
匠 匠意

第

等 等匠
一一一 及

製
一一一

図

年 年

1 1

2 2 2 2

3 3

28 3 4
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　’有無機物一鉱
O

物 製 建家建測応数 ○
、
’
生 実化機物

無機械理物 応 理 図 築屋築量用 旭 地学械理
化化学学学 用

実 及 沿構材学重学 家 測実工学
学学 化 験 意 革造料 学

学 量験学電
第 学

匠 及 第 科
及 製気

科
等 構 製 図工

造 図 学

一 一
実
験

年 年

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 2 2 4 262322 3 2 2 3 3 3 12 6 4 8

巨冶応家 製仕衛建装竃ま金用屋 図様生築飾慶｝学化構 及及建物法架斤
』 学造 意計築理 法
㌦ 第 匠算特 特
目 等等別 別

第

ヒ 意 家
声

二
匠 屋

蔓 意 二

貧 匠

年 年

1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

22 4 3 31．5 3130 3 2 21 1 3

卒機定試応
業械量金用

卒実製建
業地図築

論製分学化 論演及条
文図析 学 文習意例意 応

第
意 匠特

匠 用 匠 等別
第

等 化 等 講
学 一一一 義
実

一一一

験

年 年

1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2

3 3

6 22 5 3 19 1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
量
分
析
応
用
化
学
実
験

明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
目
（
大
淀
）



明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
目
（
大
淀
）
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製地定鉱　家　機鉱採 ○ 機物 定
　下性物屋械物鉱図測分識　構　学学学　量析別造　及

採 械理性
鉱 製実 分

及 図験析地
質

第 冶

学
金
学

一 科

年

1 1
1
、 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3

3 2 8 1 31．5 3 4 4 8 6 2016

定吹試鉱製撰冶 機吹鉱
量管金物造鉱金
分分学識冶学学

械管物
製分識

析析 別金　学 図析別
第

二

年

1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2
．2

2 2 2

3 3 3 3 3 3

1O 4 5 1 3 3 4 8 2 1 20

卒冶採工冶鉱実
業金鉱学金脈地
論計計実実論演
文画画験験 習
意
匠

第

等
一一一

年

1

2 2 2 2 2

3

4 4 3 1 3

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

二
二
三
∫
二
二
一
八
頁
よ
り
作
成

　
以
上
の
七
学
科
に
つ
け
加
え
て
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
九
月
海
軍
省
の
要

請
に
よ
っ
て
造
兵
学
科
と
火
薬
学
科
が
増
設
さ
れ
た
。
こ
の
二
科
の
学
科
課
程
は
、

表
1
1
2
と
し
て
示
し
て
お
く
。

　
こ
れ
ら
九
学
科
の
学
科
課
程
に
み
ら
れ
る
い
く
っ
か
の
特
徴
の
ま
ず
第
一
は
、
そ

の
学
科
の
専
門
学
と
な
る
個
別
工
学
を
中
心
と
し
て
、
基
礎
科
目
と
実
験
、
実
地
演

習
、
製
図
、
卒
業
論
文
（
ほ
と
ん
ど
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
⑧
デ
ザ
イ
ン
ニ
ン
グ
に
か

か
わ
る
内
容
と
思
わ
れ
る
）
が
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
た

り
は
、
工
部
大
学
校
の
「
明
治
一
六
年
規
則
」
以
降
の
学
科
課
程
編
成
に
み
ら
れ
る

本
科
⑧
支
科
と
い
う
構
成
に
な
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
す
べ
て
の
学
科
に
で
は
な
い
が
、
工
芸
経
済
学
や
工
業
行
政
法
の
よ
う
な
杜

会
科
学
的
科
目
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、
工
科
大
学
に
お
け
る
工
学
教
育
の
新
し
い

傾
向
と
言
え
よ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
全
体
に
製
図
、
意
匠
一
1
1
設
計
　
宗
色
管
ぎ
α
q
）
の
時
問
の
比
重
が
非

常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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表
1
1
2

造
兵
学
科
・
火
薬
学
科
新
設
時
の
学
科
課
程

（
科
目
名
の
下
の
数
字
は
学
期
そ
の
さ
ら
に
下
の
数
字
は
週
時
問
数
）

蒸機構応物数汽械造用理機学強重学学関　弱学　論

第
一
年

○
火
薬
学
科

製冶砲火蒸機構物数図金　薬汽械造理分学学学機学強学学析　　関　弱　　　　　論

第
一
年

○
造
兵
学
科

1
↓
2
0
J

1
↓
り
乙
0
0

1
2

1
2
1
2

1
2

1
2
1
2
1
2

3 3

2 1 2 1 2 3 20 4 2 2 2 1 2 2 3
砲火火製弾弾　薬工作道丸学学学機学論　　械　　学

第
二
年

第
二
年

1
1
一
　
　
り
乙

1 1

1
2

1 ．1

2 1
2

3 3 3 3 3

2 2 2 2 2 2 20 2 2 2 2 3 2 1 2 2 2 2
卒意特水爆実業匠別雷烈地論製講学薬演文図義　　習

第
二
一
年

卒意特水砲実業匠別雷架地論製講学弾演文図義　丸習　　　構　　　造

第
＝
一
年

1 1

2 2 2 2 2 2 2 2

3 3

28 2 1 2 28 2 1 2

明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）



明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

20

有
機
化
学

水
カ
機

製
図
・
分
析

1
■
一
　
　
　
　
n
6

33

1
■
一
　
　
　
　
り
乙

3

3220

応
用
化
学

家
屋
構
造

工
芸
経
済
学

意
匠
製
図
。
分
析

1
1
一
　
　
　
　
〇
ρ

3

1
．
一
　
　
　
　
n
6

11
↓
　
　
　
　
O
乙

3

22222

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊

二
三
二
∫
二
三
：
ハ
頁
よ
り
作
成

　
新
し
い
工
科
大
学
に
お
け
る
教
育
に
は
、
こ
う
し
た
三
つ
ば
か
り
の
特
徴
を
指
摘

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
○
基
礎
科
目
の
比
重
低
下

　
工
科
大
学
の
学
科
課
程
は
、
発
足
以
来
い
く
た
び
か
改
正
さ
れ
た
。
個
別
工
学
的

科
目
は
、
各
専
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
発
展
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
が
つ
け
加

え
ら
れ
た
り
、
廃
止
に
な
っ
た
り
、
ま
た
名
称
変
更
が
あ
っ
た
り
し
て
そ
の
変
化
は

め
ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
追
う
こ
と
は
大
変
で
あ
る
し
、

ま
た
こ
こ
で
そ
う
す
る
意
義
も
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
と
く
に
各
学
科
に

お
け
る
数
学
や
物
理
学
の
よ
う
な
基
礎
的
な
科
目
の
比
重
に
注
目
し
て
工
科
大
学
の

初
期
の
教
育
内
容
の
変
化
を
把
握
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
次
頁
の
表
が
そ
れ
を
示
す
む
の
で
あ
る
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
九
月
七
日

の
勅
令
第
九
三
号
に
よ
っ
て
帝
国
大
学
の
各
分
科
大
学
に
講
座
制
が
確
立
さ
れ
る
直

後
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
の
学
科
課
程
の
改
正
ま
で
の
変
化
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
お
い
た
。

　
左
の
表
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
は
、
工
科
大
学
の
九
学
科
の
う
ち
採
鉱
及
冶
金

学
科
を
除
い
て
他
の
す
べ
て
の
学
科
に
発
足
当
時
物
理
学
の
授
業
が
あ
っ
た
の
に
、

講
座
制
の
成
立
し
た
後
の
学
科
課
程
の
改
正
で
は
、
そ
れ
が
こ
と
ご
と
く
廃
止
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
土
木
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
造
船
学
科
、
造
家

学
科
、
応
用
化
学
科
に
は
物
理
実
験
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
工
科
大
学
発

足
の
翌
年
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

他
の
基
礎
科
目
も
お
お
む
ね
授
業
時
問
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
一
八
八
三
（
明
治
ニ
ハ
）
よ
り
東
京
大
学
理
学
部
の
第
一
年
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
物
理
学
の
、
ま
た
工
部
大
学
校
で
も
応
用
重
学
、
機
械
学
と
共
に
重
ん
じ
ら

れ
て
い
た
理
学
の
教
育
と
学
習
の
伝
統
は
、
工
科
大
学
に
講
座
制
の
確
立
し
た
段
階

で
プ
ツ
ツ
リ
と
た
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
か
わ
り
に
、
製
図
、
意
匠
、
そ
し
て
個
別
専
門
工
学
に
か
か
わ
る
実
験
の
比

重
が
よ
り
一
層
た
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
一
八
九
四
（
明
治
二
七
一
年
六
月
に
高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
て
帝
国

大
学
進
学
者
の
た
め
の
予
科
教
育
が
整
備
さ
れ
て
行
く
動
き
に
注
意
を
払
っ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
工
科
大
学
で
の
基
礎
科
目
と
し
て
な
お
数
学
、
応
用
重
学
、
機

械
学
な
ど
個
別
専
門
工
学
と
よ
り
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
も
つ
科
目
を
残
し
て
、
工

学
の
幅
広
い
基
礎
を
培
養
す
る
物
理
学
の
授
業
を
ま
っ
た
く
な
く
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
、
や
は
り
注
目
に
値
い
す
る
変
化
だ
と
言
え
よ
う
。

　
　
目
講
座
制
の
確
立

　
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
農
商
務
省
の
所
管
で
あ
っ
た
東
京
農
林
学
校
が
、
農

科
太
学
と
し
て
帝
国
大
学
に
統
合
さ
れ
、
帝
国
大
学
は
六
分
科
大
学
で
構
成
さ
れ
る
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表
1
1
3

工
科
大
学
に
お
け
る
基
礎
的
課
目
授
業
時
数
の
変
遷

気工学科 造船学科 機械工学科 土木工学科

数
学

物機応物数理械用理実学重学学験　学 物機応物数理械用理実学重学学験　学 物地機応物数理質械用理実学学重学学験　　学

第
一
年
科
目

1
9
＾

　111　222333

1
2

　111　222333

1
2

　1111　22223　33　3

1
2

3 3 3

学
期

（
一
瓢
一
＿
」
九
ハ
）
年
発
足23 633223 643223 6243223

時毎数週

1
⊥
∩
6

廃11変　　化止22な　　　し　33

1
2

廃11変　　化止22な　　　し　33

1
2

廃変11変　化　　化止な22な　し　　し　　33

1
2

学
期

（
一
明
八
塗
八
蔓
七
姦
正3 11 3 11 3 11 3

時毎数週

変
化
な
し

変変1化化なな2しし　　3 変
化
な
し

変変1化化なな2しし　　3 変
化
な
し

変変変1化化化ななな2ししし　　　3 変
化
な
し

学
期

（
一
署
公
一
一
四
）
隼

2
時毎数週 改

2 2 正

変
化
な
し

変変廃変化化　　化なな止　なしし　　し 変変廃変化化　　化なな止　なしし　　し 変変変廃変化化化　化ななな止なししし　　し

学
期

（
一
翫
穴
五
奉
改
正

時毎数週

明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

火薬学科 造兵学科 採鉱及冶金学科 応用化学科 造家学科 電気工学科
機
応
物
数
械
用
理
学
重
学
学
　
学

機
応
物
数
械
用
理
学
重
学
学
　
学

機
地
鉱
械
質
物
学
学
学
　
　
及
　
　
地
　
　
質
　
　
学

窺
犠
窺
蕩
実
学
学
学
験

物地物応数理質理用学学実重学　　験学 化機応物学械用理実学重学験　学

1
2
3

1
2
1
z
1
2
3

1
2
1
2

　
1
2
2
3

1

1
2

‘
1
2
3

1
1
2
2
3

3 4 6322 433 63321
1
1
1
2
2
2
2
3
3

1
2
3

1
2
3

1
2
1
2
1
2
3

1
2
1
2

変
1
変
変
化
　
化
化
な
2
な
な
し
　
　
し
し
　
3

1廃112止22　　3 変11変化　　化な22なし　　　し　33

1123 1123 122 1 2 13 11変変1変化化　化なな2なしし　　し　　3 変変1変化化　化なな2なしし　　し　　3 変変変化化化なななししし 変変1変化化　化なな2なしし　　し　　3

1
変
変
変
変
　
化
化
化
化
2
な
な
な
な
　
し
し
し
し
3

変変変1化化化ななな2ししし　　　3

2 2 2 2 2
変変廃変化化　化なな止なしし　　し 変変廃変化化　化なな止なしし　　し 変変変化化化なななししし 変変廃変化化　化なな止なしし　　し 廃変変変変　化化化化止なななな　しししし 変変変廃化化化ななな止ししし

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
　
　
二
二
三
s
一

二
六
三
頁
よ
り
作
成
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明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
八
月
勅
令
第
八
二
号
で
も
っ

て
帝
国
大
学
令
に
改
正
が
な
さ
れ
、
第
一
七
条
と
し
て
「
各
分
科
大
学
二
講
座
ヲ
置

キ
教
授
ヲ
シ
テ
之
ヲ
担
任
セ
シ
ム
」
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
に
す
で
に
講
座
制
の
こ
と
は
帝
国
大
学
評
議
会
で
討
議
さ
れ
、
農
科

大
学
成
立
の
直
後
の
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
九
月
に
講
座
案
が
文
部
省
へ
提
案

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
こ
の
問
題
は
中
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
帝

国
大
学
令
の
改
正
に
と
も
な
い
文
部
省
か
ら
新
た
に
講
座
案
が
示
さ
れ
、
帝
国
大
学

で
討
議
の
上
復
申
す
べ
き
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
こ
で
再
び
帝
国
大
学
か
ら
講

座
案
が
示
さ
れ
、
文
部
省
で
若
干
修
正
さ
れ
た
後
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
九

月
勅
令
第
九
三
号
で
も
っ
て
帝
国
大
学
各
分
科
大
学
の
講
座
の
種
類
と
数
と
が
公
布

さ
れ
た
。

　
い
ま
こ
こ
で
三
つ
の
講
座
案
と
最
終
決
定
さ
れ
た
も
の
に
お
け
る
講
座
の
種
類
名

と
数
と
を
工
科
大
学
に
限
っ
て
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

表
1
1
4
　
工
科
大
学
の
講
座
案
と
設
置
講
座

応造電造造機土用家気兵船械木化学工学学工工学　学　　学学 明
治
帝
琴
実
月
学
1
8
案
日

22212242221222応造電造造機土用家気兵船械木化学工学学工工学　学火　学学　　　薬　　　学 明
治
文
2
6
年
部
8
省
月
1
1
案
日

2221224応造電造造機土用家気兵船械木化学工学学工工学　学　　学学
明
帝
治
国
2
6
大
言
学
月
修
1
7
正
日
案

3431326霜簑雲糞藷犠茉科学工学学工工学　学　　学学
明
治
勅
　
A
2
6
下
年
第
9
九
月
＝
　
一
7
号
日

2321224
1薬奏姦議1撃撃1㌣婁萎1塞

麓・・・・・・・・・・・・…
数
）

1 1　2 2　1
工
採
霧
撃
工
冶
業
金
法
学
偉

13工工応鉱材数採火萎義揚撃器守撃撃律済理・造力冶学学学地強学金　　　質弱　学　　　学学

21111131材
採
火
簑
鉱
薬
撞
予
学
担
強
冶
弱
金
学
学

131

　
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
　
九
七
八
s
九
九
九
頁
よ
り
作
成

　
右
の
表
に
お
け
る
は
じ
め
の
帝
国
大
学
案
と
勅
令
第
九
三
号
に
示
さ
れ
た
も
の
の

問
の
大
き
な
違
い
は
、
基
礎
科
目
に
関
す
る
講
座
が
す
っ
か
り
取
り
払
わ
れ
て
し

ま
っ
て
勅
令
で
は
各
専
門
工
学
の
講
座
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
数
学
、
力
学
、
物
理
学
、
化
学
、
機
械
学
な
ど
の
講
座
は
ま
っ
た
く
設

け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
も
、
文
部
省
案
に
さ
え
あ
っ
た
工
業
経
済
・
工
業
法
律
一
講
座
（
帝
国
大
学

修
正
案
で
は
、
工
業
経
済
学
一
講
座
、
工
業
法
律
学
二
講
座
一
が
、
勅
令
の
出
さ
れ



23

る
段
階
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
こ
う
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
つ
ま
り
工
科

大
学
発
足
時
に
お
い
て
は
、
基
礎
科
目
や
工
業
経
済
⑧
工
業
法
律
の
よ
う
な
社
会
科

学
的
科
目
も
、
各
専
門
工
学
的
諸
科
目
と
共
に
同
じ
学
科
目
と
し
て
平
等
に
と
り
扱

わ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
講
座
制
確
立
以
後
、
前
二
者
は
講
座
と

し
て
工
科
大
学
教
育
体
系
内
に
制
度
化
さ
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
授
業
と
し
て
は

存
在
し
て
も
つ
け
た
り
的
な
取
り
扱
い
に
終
始
し
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
㈲
実
習
に
つ
い
て

　
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
各
学
科
に
あ
る
「
実
地
演
習
」
と
い
う
の
は
、
工
学
寮
工

学
校
－
工
部
大
学
校
の
実
地
修
業
1
1
実
地
科
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
意
義
づ
け
も
違

い
、
内
容
的
に
も
貧
弱
で
あ
っ
た
東
京
大
学
理
学
部
工
学
科
な
ど
で
の
実
地
修
業
と

そ
の
ス
タ
イ
ル
、
性
格
に
お
い
て
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
工
科
大
学
で
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
こ
の
「
実
地
演
習
」
に
関
し
て

実
習
規
程
と
学
生
実
習
心
得
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
れ
ら
規
程
、
心
得
の
い
く
っ

か
の
条
項
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ω
実
習
規
程
よ
り

第
一
条
　
実
習
ハ
学
生
ヲ
シ
テ
実
地
ノ
業
ヲ
執
リ
或
ハ
実
地
工
業
上
ノ
視
察
ヲ

　
　
　
　
為
サ
シ
メ
以
テ
学
理
応
用
ノ
知
識
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

第
二
条
　
実
習
ハ
本
学
内
又
バ
他
所
二
於
テ
従
事
セ
シ
ム

第
四
条
実
習
ノ
事
項
ハ
総
テ
受
持
教
員
又
ハ
主
任
教
授
二
於
テ
指
導
ス
ル
モ

　
　
　
　
ノ
ト
ス
旦
他
出
実
習
二
於
テ
教
員
同
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
予
シ
メ
実
習

　
　
　
　
ノ
事
項
ヲ
記
シ
テ
学
生
二
交
付
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

第
五
条
実
習
事
業
二
関
ス
ル
細
目
ハ
各
主
任
教
授
二
於
テ
之
ヲ
定
ム

第
六
条
　
実
習
学
生
ノ
監
督
ハ
主
任
教
授
ヲ
シ
テ
之
二
任
セ
シ
ム
但
受
持
教
員

　
　
　
　
又
ハ
特
二
設
ケ
タ
ル
監
督
者
ヲ
シ
テ
之
二
任
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

　
　
　
　
シ

以
下
第
八
条
ま
で
。

②
学
生
実
習
心
得
よ
り

第
一
条
学
生
ノ
実
習
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
総
テ
受
持
教
員
ノ
指
導
ヲ
受
ク
ヘ
シ
但

　
　
　
　
他
出
実
習
二
於
テ
受
持
教
員
同
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
予
メ
主
任
教
授
二

　
　
　
　
就
キ
其
指
揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
二
条
実
習
学
生
ハ
監
督
教
員
又
ハ
特
二
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
監
督
者
ノ
指
揮
監

　
　
　
　
督
ヲ
受
ケ
品
行
ヲ
慎
ミ
大
学
生
タ
ル
ノ
体
面
ヲ
汚
損
ス
ヘ
キ
所
行
ア

　
　
　
　
ル
ヘ
カ
ラ
ス

第
三
条
　
実
習
中
ハ
本
学
内
ト
他
所
ト
ヲ
問
ハ
ス
必
ス
制
服
制
帽
ヲ
着
用
ス
ヘ

　
　
　
　
シ

第
九
条
　
実
習
二
関
シ
テ
ハ
自
已
ノ
意
見
ヲ
以
テ
指
定
ノ
事
項
ヲ
変
更
ス
ル
ヲ

　
　
　
　
得
ス
若
シ
止
ム
ヲ
得
ス
之
ヲ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
旨
ヲ
主
任

　
　
　
　
教
授
二
申
出
テ
更
二
其
指
揮
ヲ
乞
フ
ヘ
シ

以
下
第
二
一
条
ま
で
。

　
こ
れ
ら
規
程
、
心
得
の
内
容
を
、
工
学
寮
工
学
校
－
工
部
大
学
校
の
実
地
修
業
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

実
地
科
に
つ
い
て
の
規
定
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
の
学
校
で
は
、
「
実
地
二
就
キ
士

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

官
ノ
下
二
在
テ
実
地
作
業
」
（
傍
点
大
淀
）
と
か
、
「
第
五
年
及
ヒ
第
六
年
生
徒
実
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

修
業
ノ
為
メ
出
テ
他
ノ
エ
場
二
在
ル
モ
ノ
ハ
都
テ
其
工
場
ノ
規
則
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ
」

（
「
明
治
一
六
年
規
則
」
の
第
二
；
早
実
地
科
の
第
四
節
よ
り
。
傍
点
大
淀
）
と
あ
る
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明
治
期
日
本
社
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
目
（
大
淀
）

よ
う
に
、
実
習
先
の
技
術
者
の
指
導
や
工
場
の
規
則
に
従
っ
て
実
習
を
行
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
工
科
大
学
に
あ
っ
て
は
主
任
教
授
の
強
い
指
導
の
下
に
行

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
実
習
め
や
り
方
の

大
き
な
違
い
は
、
実
習
の
目
的
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
工

学
寮
工
学
校
⑧
工
部
大
学
校
で
は
そ
の
目
的
は
、
「
実
地
二
就
テ
事
業
ヲ
修
メ
シ
ム
」

（
「
明
治
ニ
ハ
年
規
則
」
第
二
一
章
第
一
節
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
工
科
大
学
で
の

そ
れ
は
、
「
学
理
応
用
ノ
知
識
ヲ
養
成
ス
ル
」
と
な
っ
て
い
て
、
場
所
も
「
本
学
内
又

ハ
…
…
」
と
言
う
工
合
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
実
習
二
関
シ
テ
ハ
自
已
ノ
意
見
ヲ
以
テ
指
定
ノ
事
項
ヲ
変
更
ス
ル
ヲ
得
ス
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
言
っ
て
も
工
科
大
学
で
の
実
習
は
、
W
⑧
J
⑧
M
ニ
フ
ン
キ
ン
が

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
の
第
三
段
階
目
と
し
て
示
し
た
「
実
際
的
な
目
的
へ
科
学

的
原
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
橋
渡
し
の
知
識
」
を
修
得
さ
せ
創
造
性
を
つ

け
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
第
二
段
階
目
の
「
純
粋
に
実
際
的
な
知
識
」
を
修
得
さ
せ

る
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
本
稿
第
一
節
三
の
H
参
照

の
こ
と
）
。

　
二
、
「
総
合
技
術
」
か
ら
工
学
へ
ー
ま
と
め
に
か
え
て
ー

　
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八

世
紀
の
半
ば
頃
一
つ
の
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ョ
ン
と
し
て
欧
米
社
会
に
登
場
し
た
の
で
あ

る
。
一
八
二
八
年
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
世
界
に
先
が
け
て
設
立
さ
れ
た
シ
ヴ
ィ

ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ョ
ナ
ル
団
体
庄
①
　
巨
色
9
巨
8
　
o
｛
Ω
ま
－

向
握
ぎ
8
易
の
出
発
に
際
し
て
の
憲
章
で
は
、
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
次

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
「
人
間
の
利
用
と
便
益
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
国
内
に
お
け
る
商
業
や

外
国
貿
易
の
た
め
の
生
産
や
流
通
を
可
能
と
し
、
ま
た
国
内
に
お
け
る
取
引
き
や
交

換
の
た
め
の
道
路
、
橋
、
水
路
、
運
河
、
1
河
川
船
路
、
入
江
な
ど
の
建
設
や
、
商
業

上
の
目
的
の
た
め
の
人
工
的
動
カ
に
よ
る
航
海
術
や
、
機
械
類
の
製
作
と
そ
の
応
用

や
、
さ
ら
に
は
、
町
や
都
市
の
汚
水
処
理
等
に
お
い
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
自
然

に
あ
る
俸
大
な
力
の
源
泉
を
統
御
す
る
技
術
（
印
斗
）
L
で
あ
る
と
。

　
こ
の
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ョ
ン
を
担
う
シ
ヴ
ィ
ル
⑧
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
は
、
ガ
リ
レ
オ

や
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
当
時
の
統
一
的
一
総
合
的
自
然
観
で
あ
る
力

学
的
自
然
観
を
、
カ
学
（
機
械
学
）
を
学
ん
で
身
に
っ
け
、
さ
ら
に
、
数
学
（
解
析
・

微
分
一
積
分
な
ど
）
、
図
学
（
画
法
幾
何
学
）
な
ど
を
学
び
つ
つ
o
◎
－
首
①
8
庁
（
総
合

技
術
）
と
呼
ば
れ
る
力
量
を
修
得
し
て
、
自
然
の
カ
を
人
問
の
市
民
的
活
動
の
維
持

と
発
展
の
た
め
に
導
く
こ
と
の
出
来
る
実
践
的
な
職
業
人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
明
治
維
新
以
来
、
主
と
L
て
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
お

雇
い
外
人
教
師
た
ち
は
、
工
学
寮
工
学
校
－
工
部
大
学
校
、
東
京
開
成
学
校
工
学
科

さ
ら
に
は
東
京
大
学
理
学
部
工
学
科
な
ど
に
あ
っ
て
こ
う
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
の

教
育
を
根
づ
か
せ
よ
う
と
必
死
の
努
力
を
傾
む
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
日
本
の

新
政
府
は
そ
こ
に
国
家
的
指
導
者
養
成
の
意
義
を
も
見
い
出
そ
う
と
す
ら
し
て
い

た
。
だ
が
、
日
本
の
政
治
過
程
、
行
政
機
構
の
あ
り
方
、
産
業
の
発
展
状
況
な
ど
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
お
雇
い
外
人
教
師
た
ち
の
努
力
が
充
分
な
実
を
結
ば
な
い
段
階

で
日
本
人
に
よ
る
充
全
な
意
味
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
言
い
が
た
い
技
術
者
養
成
の
歴

史
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
成
立
と
出
発

は
こ
う
し
た
経
過
上
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
帝
国
大
学
工
科
大
学
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
工
部
大
学
校
と
東
京
大
学
工
芸

学
部
と
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
部
省
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
、
当
時
日
本
で
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唯
一
の
技
術
者
養
成
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
工
科
大
学
で
の
教
育
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
統
一
的
で
総
合
的

な
自
然
認
識
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
で
あ
る
が
、
始
め
第
一
年
生
の
科
目
に
そ

う
し
た
こ
と
の
教
育
を
可
能
に
す
る
と
思
わ
れ
る
物
理
学
が
入
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
の
学
科
課
程
改
定
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
基

礎
科
目
と
し
て
は
各
学
科
に
数
学
③
応
用
重
学
・
機
械
学
な
ど
が
残
さ
れ
た
が
、
科

学
の
世
界
史
に
お
け
る
新
し
い
統
一
的
自
然
観
に
つ
い
て
生
々
と
学
ぶ
こ
と
の
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汕

る
工
学
教
育
は
展
開
さ
れ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
．

　
そ
れ
か
ら
技
術
者
養
成
に
お
い
て
実
際
的
な
力
量
を
つ
け
る
た
め
に
ど
う
し
て
も

必
要
な
「
実
地
演
習
」
は
、
工
部
省
が
廃
止
さ
れ
、
工
科
大
学
が
文
部
省
の
管
轄
下

に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
社
会
の
実
際
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
活
動
と
充
分

な
連
携
を
保
っ
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
結
局
工
科
大
学
で
の
教
育
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は
、
個
別
専
門
工
学
に
か
か
わ

る
諸
科
目
と
製
図
、
意
匠
、
そ
し
て
個
別
専
門
工
学
に
か
か
わ
る
実
験
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
と
り
わ
け
製
図
、
意
匠
、
実
験
の
比
重
が
高
く
、
工
科
大
学
学
生
生
活
は

製
図
、
意
匠
あ
る
い
は
実
験
に
あ
け
く
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
工
科
大
学
は
、

設
計
技
術
者
も
し
く
は
工
学
者
の
養
成
を
め
ざ
す
高
等
教
育
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
と
く
に
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
九
月
工
科
大
学
が
、
土
木
工
学
、
機
械

工
学
、
造
船
学
、
造
兵
学
、
電
気
工
学
、
造
家
学
、
応
用
化
学
、
火
薬
学
、
採
鉱
学
・

冶
金
学
、
材
料
及
構
造
強
弱
学
と
い
っ
た
工
学
関
係
専
門
学
の
講
座
の
み
に
よ
っ
て

構
成
一
帝
国
大
学
は
当
初
工
科
大
学
に
つ
い
て
は
、
二
二
科
目
全
二
二
講
座
プ
ラ
ス

ニ
○
補
助
講
座
を
予
定
し
て
い
た
。
た
だ
し
補
助
講
座
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、

確
定
し
た
講
座
の
一
〇
科
目
プ
ラ
ス
化
学
と
物
理
学
の
講
座
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
一

さ
れ
て
以
降
こ
の
傾
向
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
〇
一
大
淀
）

　
か
つ
て
工
学
寮
工
学
校
－
工
部
大
学
校
は
、
「
総
合
技
術
」
の
学
校
た
ら
ん
と
し
た

わ
け
で
あ
る
が
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
は
機
関
と
し
て
こ
の
系
譜
を
引
き
つ
つ
も
、

講
座
制
の
確
立
し
た
段
階
で
、
む
し
ろ
東
京
開
成
学
校
工
学
科
お
よ
び
東
京
大
学
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

学
部
工
学
科
な
ど
の
系
統
に
立
つ
「
工
学
」
の
学
校
へ
の
転
換
を
一
応
完
成
し
た
と

見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
亭
8
q
と
り
s
g
8
に
同
様
の
比

重
を
置
き
な
が
ら
「
総
合
技
術
」
で
も
っ
て
遂
行
さ
れ
る
一
個
の
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
工
学
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
読
み
か
え
が
こ
の

時
点
で
一
応
の
到
達
を
見
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
国
家
経
営
の
指
導
者
養
成
と

い
う
役
割
は
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
が
も
っ
ぱ
ら
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
（
東
京
）
帝
国
大
学
工
科
大
学
出
身
の
技
術
者
た
ち
は
、
大
正
時
代
に
な
り
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
下
で
の
自
意
識
の
高
ま
り
の
中
で
今
一
度
国
家
経
営
の
指
導
者

た
ら
ん
と
す
る
困
難
に
満
ち
た
運
動
を
起
こ
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
研
究
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

）1（
（4）（3）（2））5（

注

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
や
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
・
東
京
帝

国
大
学
・
昭
和
七
年
　
な
ど
を
参
照
し
た
。

前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
・
五
〇
〇
1
五
〇
一
頁
。

前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
二
三
一
⊥
二
三
二
頁
に
掲
載
。

こ
れ
ら
五
つ
の
学
校
の
教
則
は
前
掲
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻
・
五
八
一
－

六
一
五
頁
に
掲
載
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
二
二
二
二
⊥
二
二
五
頁
参
照
。
『
東
京
大
学
百
年
史
』

通
史
一
・
東
京
大
学
二
九
八
四
年
ニ
ニ
一
二
一
⊥
二
三
二
頁
も
参
照
し
た
が
、
若
干
の
違
い

に
つ
い
て
は
前
者
の
方
を
採
用
し
て
お
い
た
。



明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）

　
　
　
6
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6
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ネ
串
＆
①
ユ
鼻
団
＞
斗
ド
、
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弓
訂
一
）
撃
9
8
昌
①
鼻
艮
↓
8
プ
ま
s
－
向
｛
暮
牡
｛
冒
ぎ
睾
彗
o
①

旨
8
－
H
o
．
8
、
”
§
撃
ざ
営
さ
、
導
“
雰
膏
ミ
ミ
冒
き
§
膏
§
、
§
～
ミ
ト
■
～
惨

岩
3
．
p
o
。
◎
ら
p
H
ω
ω
l
H
お
ら
p
8
H
－
8
o
。
．

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
似
8
－
窃
亭
ω
印
斗
ω
阻
冒
娑
①
易
は
、
一
八
四
〇
年
頃
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
最
も
す
ぐ
れ
た
中
等
の
ト
レ
ー
ド
。
ス
ク
ー
ル
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
シ
ア
を

含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
人
が
訪
れ
、
研
究
し
て
い
っ
た
。
」
（
二
〇
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
学
校
を
卒
業
し
て
、
さ
ら
に
、
向
8
τ
筥
冨
8
巨
昼
亮
や
向
8
－
①
o
彗
苛
巴
①

宗
ω
凹
斗
ω
g
昌
彗
幸
害
g
冒
ω
に
進
学
す
る
者
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
参
照
。

工
部
大
学
校
第
一
回
卒
業
第
二
等
及
第
の
石
橋
絢
彦
が
、
『
旧
工
部
大
学
校
史
料
附
録
』
昭
和

六
年
　
所
収
の
「
寄
宿
生
活
及
洋
行
談
」
の
中
で
、
「
一
般
に
云
っ
て
工
部
大
学
は
南
校
よ
り

実
地
は
す
ぐ
れ
て
ゐ
た
が
数
学
の
力
な
ど
は
劣
っ
て
ゐ
た
様
だ
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

「
東
京
開
成
学
校
年
報
」
『
文
部
省
第
三
年
報
』
明
治
八
年
・
第
一
冊
所
収
㊥
五
五
〇
頁
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
二
二
一
ニ
ハ
⊥
二
二
七
頁
。

、
、
↓
｝
①
O
』
①
目
ら
印
『
◎
｛
叶
｝
①
↓
o
斥
ぎ
穴
巴
ω
9
1
Ω
＞
内
穴
〇
一
〇
『
H
目
一
〇
①
ユ
』
q
■
｛
く
①
『
ω
岸
＜
◎
｛

弓
◎
民
◎
、
、
H
o
。
べ
9
p
宗
．

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
二
二
二
九
頁
。

こ
れ
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
五
月
の
東
京
職
工
学
校
規
則
の
第
一
条
で
あ
る
（
『
東

京
工
業
大
学
六
十
年
史
』
東
京
工
業
大
学
・
昭
和
一
五
年
④
九
五
頁
。
設
立
の
年
に
制
定
さ

れ
た
「
東
京
職
工
学
校
規
則
」
は
見
当
た
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
）
。

東
京
職
工
学
校
が
東
京
工
業
学
校
と
改
称
さ
れ
た
年
、
も
と
も
と
東
京
商
業
学
校
附
属
で

あ
っ
た
商
工
徒
弟
講
習
所
職
工
科
が
職
工
徒
弟
学
校
と
し
て
東
京
工
業
学
校
附
属
と
な
っ

た
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
こ
の
職
工
徒
弟
学
校
を
模
範
と
し
て
徒
弟
学
校
規
程
が
定

め
ら
れ
た
。
東
京
工
業
学
校
附
属
職
工
徒
弟
学
校
は
、
日
本
的
ト
レ
ー
ド
・
ス
ク
ー
ル
の
新

た
な
出
発
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

J
・
R
。
ワ
ッ
ス
ン
の
こ
と
は
、
渡
辺
正
雄
『
お
雇
い
米
国
人
科
学
教
師
』
講
談
杜
・
昭
和

五
一
年
。
七
一
－
七
三
頁
参
照
。
ま
た
、
W
・
S
・
チ
ャ
プ
リ
ン
に
つ
い
て
も
同
書
五
八
－

七
〇
頁
に
く
わ
し
い
。

レ
ン
セ
ラ
ー
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
こ
と
は
、
U
彗
邑
　
自
◎
く
員

）71（）81（
○
邑
ブ
◎
昌
ぺ
、
、
↓
プ
①
声
昌
①
ユ
o
與
目
O
μ
く
－
向
冒
胴
μ
冒
①
①
『
◎
ユ
①
q
μ
箏
ω
陣
目
o
O
◎
づ
自
庁
け
、
、
寒
、
e
s
ミ

s
“
§
葛
曇
ぎ
第
H
㊤
8
一
な
ら
び
に
肉
印
く
昌
o
冒
o
甲
竃
胃
ユ
昇
、
一
向
■
⑰
q
弐
①
胃
ぎ
①
q
ま
＞
目
實
－

庁
彗
ω
◎
9
①
専
畠
9
－
畠
轟
、
”
§
“
S
ぎ
乏
曹
妻
県
き
ミ
ミ
曇
岩
箪
を
参
照
し

た
。

『
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
」
教
授
刷
新
財
団
報
告
第
十
一
工
業
教
育
研
究
』
文
部
省
④
大
正
八
年
・
一

八
頁
。

　
原
著
は
、
O
臣
二
⑦
ω
雲
げ
◎
握
く
彗
貝
、
、
＞
ω
巨
身
艮
向
馬
ぎ
8
ユ
長
向
o
⊆
S
巨
昌
、
．
↓
訂

○
嘗
昌
①
ひ
q
吊
勺
o
昌
一
｛
φ
庄
◎
目
｛
◎
『
弓
｝
①
＞
o
く
印
づ
o
①
昌
①
目
け
◎
｛
弓
①
ψ
o
－
－
目
α
q
、
｝
自
－
①
巨
目
乞
昌
旨
σ
①
『

自
①
き
貝
H
胃
◎
。
一
で
あ
る
。

　
一
九
〇
七
年
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
艘
①
ω
◎
O
庁
耳
｛
◎
『
苧
①
甲
◎
昌
◎
－

庄
8
◎
｛
向
馬
ぎ
8
ユ
握
向
旨
o
き
昌
と
い
う
団
体
が
、
四
つ
の
全
国
レ
ベ
ル
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

団
体
序
①
＞
昌
①
ユ
o
彗
ω
◎
9
①
q
◎
｛
〇
一
邑
向
馬
ぎ
8
易
二
訂
＞
昌
①
『
｛
o
彗
ω
◎
9
①
膏
◎
｛

竃
8
訂
冒
O
邑
里
σ
q
ぎ
8
員
ま
①
＞
昌
①
目
O
與
目
H
易
9
暮
①
◎
｛
自
①
9
◎
ユ
O
』
向
目
α
q
巨
8
員
穿
①

＞
昌
艮
o
彗
9
①
ま
s
一
ω
◎
9
①
専
を
招
待
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
に
関
す
る
連
合

委
員
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
の
総
合
的
な
検
討

と
い
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
C
・
R
。
マ
ン
教
授
に
調
査
が
委
嘱
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
援
助
で
も
っ
て
C
・
R
・
マ
ン
教
授
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

前
掲
『
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
」
教
授
刷
新
財
団
報
告
第
十
一
工
業
教
育
研
究
』
二
二
頁
。
内
貸
昌
◎
邑

甲
竃
①
ま
ヰ
の
前
掲
書
に
も
、
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拡
大
し
、
す
べ
て
の
学
科
課
程
を
三
つ
の

段
階
に
わ
け
た
グ
リ
ー
ン
の
再
組
織
は
、
レ
ン
セ
ラ
ー
の
歴
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
出
来

事
で
あ
り
、
多
く
の
他
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ツ
ク
・
ス
ク
ー
ル
に
対
す
る
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
」
（
四

一
頁
）
と
出
て
い
る
。

　
こ
の
学
科
課
程
の
三
つ
の
段
階
と
い
う
の
は
、
は
じ
め
は
予
科
（
肩
8
胃
津
o
員
8
膏
ω
①
）

で
、
物
理
学
、
化
学
、
代
数
学
や
画
法
幾
画
学
の
入
門
編
と
、
国
語
、
歴
史
、
地
理
学
と
機

械
製
図
か
ら
な
る
。
次
が
普
通
科
（
⑰
q
昌
①
s
－
8
胃
ω
①
）
で
微
分
。
積
分
の
高
等
数
学
、
物
理

学
と
化
学
と
機
械
学
の
実
験
と
講
義
か
ら
な
る
。
さ
ら
に
、
明
解
で
簡
潔
な
作
文
の
力
を
つ

け
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
学
生
は
、
こ
の
コ
ー
ス
で
、
論
理
、
倫
理
、
美
学
、
法
偉
と
共
に

現
代
語
を
学
習
す
る
。
三
段
階
目
の
専
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
註
O
巨
－
S
－
O
膏
ユ
昌
巨
昌
）
は
、
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シ
ヴ
ィ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
中
心
で
、
運
輸
④
建
築
。
鉱
山
⑤
製
造
業
に
関
係
す
る
工

事
に
か
か
わ
っ
て
の
内
容
で
あ
っ
た
。
ケ
ミ
カ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
メ
カ
ニ
カ
ル
⑤

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
は
、
シ
ヴ
ィ
ル
⑤
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
学
科
課
程
の
一
部
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
四
二
頁
参
照
）
。

平
井
晴
二
郎
や
原
口
要
に
つ
い
て
次
の
文
章
を
紹
介
し
て
お
く
。

「
平
井
晴
二
郎
は
原
口
要
と
と
も
に
わ
が
鉄
道
界
に
偉
大
な
功
績
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
」

「
平
井
は
明
治
三
年
上
京
し
、
…
…
開
成
学
校
に
入
り
工
学
を
学
ん
だ
。
米
国
で
は
土
木
工

学
を
研
究
し
、
十
一
年
に
卒
業
し
た
後
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
の
測
量
に
従
事
し
、
英
⑤
仏

を
見
学
し
て
十
三
年
に
帰
朝
し
た
。
十
四
年
に
は
開
拓
吏
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
北
海
道
に

お
け
る
鉄
道
敷
設
工
事
を
担
当
し
、
…
…
貴
族
院
議
員
や
鉄
道
院
副
総
裁
、
シ
ナ
政
府
交
通

部
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
…
…
」

「
原
口
要
は
明
治
三
年
藩
の
貢
進
生
と
な
り
、
大
学
南
校
か
ら
開
成
学
校
に
入
っ
た
。
米
国

で
は
十
一
年
に
首
席
で
卒
業
し
た
。
米
国
工
学
士
の
称
号
を
う
け
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
鉄
道

会
社
の
技
師
と
な
り
、
鉄
道
敷
設
工
事
を
担
当
し
た
。
…
…
十
三
年
欧
州
各
国
を
め
ぐ
り
、

帰
朝
後
東
京
府
技
師
長
と
な
り
、
…
…
十
五
年
に
鉄
道
庁
に
入
り
、
十
六
年
問
勤
め
、
東
海

道
線
、
東
北
線
、
信
越
線
、
北
陸
線
、
奥
羽
線
、
中
央
線
等
約
二
千
哩
は
、
彼
が
直
接
の
監

督
の
任
に
あ
た
り
、
山
陽
線
、
九
州
線
、
近
畿
線
、
関
西
線
も
問
接
の
監
督
を
な
し
た
。
…
…

三
十
八
年
に
は
清
国
鉄
道
顧
問
官
…
一
：
こ
の
よ
う
に
彼
は
我
交
通
史
上
特
筆
す
べ
き
鉄
道
界

の
大
恩
人
と
し
て
、
そ
の
偉
大
な
功
績
は
永
久
に
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
と
な
っ

た
。
」

（
渡
辺
実
『
近
代
日
本
海
外
留
学
生
史
』
上
。
講
談
社
⑤
一
九
七
七
年
二
三
ハ
七
⊥
二
六
八

頁
よ
り
）

串
＆
①
ユ
島
里
＞
ヰ
N
の
前
掲
書
に
よ
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
「
産
業
界
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
養
成
す
る
必
要
に
応
え
て
、
一
部
の
私
的
資
本
家
達
が
、
一
八
二
九
年
に
設
立
し
た
」

（
二
四
七
頁
）
も
の
で
あ
っ
て
、
「
工
場
経
営
者
た
ち
な
ら
び
に
そ
の
主
だ
っ
た
補
弼
者
た
ち

が
、
そ
の
企
業
を
監
督
し
た
り
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
雇
っ
て
い
る
支
配
人
や
職
工
長
を
統
率

す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
高
度
の
理
論
的
知
識
」
（
二
五
二
頁
）
を
教
授
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

中
山
茂
は
、
エ
コ
ル
㊥
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
画
法
幾
何
学
に
つ
い

）22（
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て
の
教
授
を
担
づ
た
「
モ
ン
ジ
ュ
の
系
統
に
は
ポ
ン
ス
レ
、
コ
リ
オ
リ
ら
を
生
ん
で
、
造
兵
、

機
械
、
建
築
の
問
題
に
応
用
で
き
る
実
用
数
学
の
一
派
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
機
械
技
術
的
力

学
と
結
び
つ
け
て
、
近
代
工
学
建
設
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
ポ
ン
ス
レ
の
書
い
た
教
科
書

は
、
ド
イ
ツ
の
テ
ク
ニ
ッ
シ
ェ
⑤
ホ
ホ
シ
ェ
ー
レ
で
行
わ
れ
る
教
科
書
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

さ
ら
に
世
界
の
工
学
教
育
に
影
響
し
た
。
こ
の
近
代
工
学
建
設
の
流
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
グ

ラ
ス
ゴ
ー
の
ラ
ン
キ
ン
に
入
り
、
そ
の
弟
子
ヘ
ン
リ
ー
一
ダ
イ
ヤ
ー
が
明
治
の
日
本
で
工
学

寮
、
工
部
大
学
校
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
」
一
「
近
代
科
学
の
大
学
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
ω

ー
エ
コ
ー
ル
。
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
と
近
代
工
学
の
成
立
－
」
『
大
学
論
集
』
第
二
集
・
広
島
大
学

大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
二
九
七
四
年
三
月
）
と
こ
う
し
た
脈
絡
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
六
月
に
は
、
東
京
大
学
法
理
文
学
部
総
理
加
藤
弘
之
か
ら
、
「
…
…

方
今
文
学
理
学
ノ
最
旺
盛
ナ
ル
ハ
独
逸
国
二
若
ク
モ
ノ
無
之
候
問
文
理
両
学
部
中
諸
学
科
二

従
事
ス
ル
者
ノ
他
日
其
学
フ
所
ヲ
更
二
深
ク
研
究
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ハ
必
ラ
ス
独
逸
書
ヲ
渉
猟

セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
儀
二
付
…
…
」
と
い
う
伺
書
が
文
部
卿
に
提
出
さ
れ
て
い
る
一
前
掲
『
東

京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
⑤
六
四
六
頁
）
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
参
照
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
⑤
六
六
六
－
六
六
七
頁
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
・
六
六
九
頁
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
・
六
七
〇
頁
。

前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
一
・
五
〇
四
頁
。

ヴ
ン
ト
が
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ
ツ
ヒ
に
、
世
界
最
初
の
H
易
津
暮
崖
『
向
者
胃
ぎ
①
箏
邑
－
①

雰
溝
ぎ
－
O
阻
①
を
設
立
し
た
の
は
、
一
八
七
九
年
で
あ
る
。

C
③
R
・
マ
ン
の
前
掲
報
告
書
の
原
著
に
お
い
て
レ
ン
セ
ラ
ー
の
学
科
課
程
に
あ
る

昌
芭
易
ε
耳
◎
｛
邑
己
が
文
部
省
訳
で
は
「
心
理
」
と
な
っ
て
い
た
の
に
従
っ
て
、
東
京
大

学
の
学
科
課
程
の
「
心
理
学
大
意
」
も
英
語
で
い
う
な
ら
昌
自
易
ε
ξ
◎
｛
邑
邑
に
あ
た
る

も
の
と
判
断
し
た
。
冨
旨
ω
8
耳
o
｛
邑
邑
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
発
刊
さ

れ
た
、
、
↓
ぼ
向
弓
着
－
o
o
＆
討
◎
｛
｝
巨
－
◎
ω
◎
o
｝
＜
、
”
§
“
き
、
§
“
N
ぎ
§
o
Q
§
s
§
一
俸
§
“

～
“
～
畠
H
㊤
雪
の
中
の
同
項
目
の
解
説
に
よ
っ
て
把
握
し
た
。

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
⑧
二
二
八
－
一
二
二
一
頁
よ
り
。

弓
｝
①
竃
帥
目
o
｝
①
g
亀
＞
ω
ω
◎
o
討
け
ざ
箏
◎
｛
向
冒
①
Q
弐
①
①
易
の
、
、
弓
『
印
箏
ω
｝
o
庄
◎
目
ω
、
、
ω
窃
色
◎
⇒
畠
◎
⑳
1
㊤

明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
o
（
大
淀
）



明
治
期
日
本
杜
会
に
お
け
る
先
導
的
技
術
者
養
成
機
関
の
意
義
と
変
容
目
（
大
淀
）
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に
掲
載
さ
れ
た
会
長
演
説
に
よ
り
得
た
。

こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
に
関
し
て
、
『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
－
工
学
部
曹
航
空
研
究
所
』
東

京
帝
国
大
学
・
昭
和
一
七
年
　
と
い
う
文
献
に
よ
っ
て
そ
の
後
大
学
は
ど
う
い
う
措
置
を

取
っ
た
か
摘
記
し
て
お
き
た
い
。

　
「
近
代
工
学
の
学
修
に
は
、
応
用
数
学
、
力
学
、
応
用
物
理
学
、
応
用
力
学
、
工
業
分
析

化
学
等
の
基
礎
知
識
は
現
在
の
高
等
学
校
高
等
科
の
理
科
の
学
修
程
度
で
は
著
し
く
不
足
を

感
ず
る
。
故
に
本
学
部
に
於
て
は
大
正
末
期
か
ら
数
次
に
且
り
、
此
等
の
共
通
基
礎
学
に
関

す
る
学
科
目
の
強
化
を
図
り
、
此
の
欠
点
を
補
ふ
方
法
を
採
っ
て
今
に
至
っ
て
居
る
。
」
（
二

二
－
二
三
頁
）

　
「
工
学
部
に
於
て
物
理
学
の
講
義
並
び
に
実
験
を
課
し
た
の
は
明
治
時
代
か
ら
で
あ
る
。

電
気
工
学
教
室
の
エ
ア
ト
ン
教
授
が
ガ
ノ
ー
著
物
理
学
書
に
あ
る
実
験
装
置
一
式
を
輸
入
し

今
日
も
尚
其
れ
等
の
装
置
が
同
教
室
に
保
存
さ
れ
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
よ
り
推
察
す
れ
ば

当
時
の
講
義
、
実
験
共
ガ
ノ
ー
の
物
理
学
書
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
而
し
て
其
の
担

当
教
官
は
中
野
初
子
教
授
と
山
川
義
太
郎
教
授
と
で
あ
っ
た
。
其
の
後
一
時
こ
の
講
義
は
中

絶
し
て
居
た
が
、
こ
れ
を
再
興
し
た
の
は
造
兵
学
教
室
の
大
河
内
正
敏
教
授
で
あ
る
。
同
教

授
が
明
治
四
四
年
海
外
留
学
を
終
へ
て
帰
朝
す
る
や
物
理
学
実
験
の
工
学
研
究
上
須
要
な
る

こ
と
を
痛
感
し
直
ち
に
同
学
科
学
生
に
之
を
課
し
た
。
越
え
て
大
正
四
年
船
舶
、
機
械
両
教

室
に
於
て
も
物
理
学
実
験
の
授
業
を
開
始
し
た
。
時
恰
も
第
一
次
欧
州
大
戦
第
二
年
目
に
し

て
我
国
独
自
の
工
業
発
達
の
黎
明
期
で
あ
っ
た
為
、
工
学
研
究
の
基
礎
た
る
物
理
実
験
の
重

要
性
を
認
め
た
為
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
（
中
略
）

　
大
正
一
四
年
工
学
部
の
制
度
改
正
に
依
り
科
目
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
応
用
物

理
学
実
験
室
は
独
立
し
て
学
部
長
直
属
と
な
り
同
時
に
物
理
学
実
験
は
各
教
室
の
手
を
離
れ

て
工
学
部
の
全
学
生
に
対
し
均
等
な
る
機
会
が
与
へ
ら
れ
た
の
で
、
物
理
学
実
験
を
選
択
し

て
履
習
す
る
学
生
数
は
頓
に
増
加
し
殆
ど
全
学
科
の
学
生
を
網
羅
す
る
に
至
っ
た
。
」
（
三
八

四
⊥
二
八
五
頁
）
と
。

　
ま
た
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
工
学
部
に
応
用
物
理
学
講
座
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

だ
が
こ
う
し
た
傾
向
は
、
欧
米
に
お
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
教
育
に
あ
っ
て
も
大
な
り
小

）33（

な
り
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
『
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
」
教
授
刷
新
財
団
報
告
第

十
一
工
業
教
育
研
究
』
の
中
に
も
、
「
最
近
に
至
る
ま
で
大
低
の
学
校
は
『
デ
ザ
イ
ン
』
の
一

方
に
の
み
専
門
化
し
て
行
き
、
其
の
結
果
現
に
製
造
工
場
内
に
あ
る
生
産
管
理
者
の
九
割
五

分
は
『
カ
レ
ヂ
』
出
身
な
ら
ざ
る
実
地
上
か
ら
の
人
を
以
て
充
た
さ
れ
居
る
有
様
な
り
。
『
カ

レ
ヂ
』
出
身
の
技
師
の
活
動
の
舞
台
は
、
現
に
生
産
及
び
経
営
管
理
の
方
面
に
於
て
甚
だ
広

し
、
随
っ
て
今
よ
り
二
十
年
後
の
工
学
校
は
今
日
の
如
く
『
デ
ザ
イ
ン
』
の
一
方
に
割
拠
す

る
こ
と
な
く
生
産
方
面
経
済
方
面
に
も
手
を
伸
ば
す
に
至
ら
ん
こ
と
必
せ
り
。
」
（
一
七
二
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
帝
国
大
学
に
講
座
制
が
確
立
さ
れ
た
直
後
の
一
〇
月
に
、
帝
国
大
学
法

科
大
学
か
ら
国
家
行
政
の
指
導
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
行
く
制
度
を
固
め
る
文
官
任
用
令
と

文
官
試
験
規
則
が
公
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。


